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伊
万
里
・
有
田
地
区
統
合
病
院
の

地
域
医
療
の
拠
点

特集

　

地
域
に
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
病
院
を
め
ざ
し
て
伊
万
里
・
有
田

地
区
統
合
病
院
（
仮
称
）
の
建
設
工
事
が
、
平
成
23
年
12
月
開
院
に

向
け
て
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
自
治
体
病
院
は
、
私
た
ち
に
と
っ

て
身
近
な
医
療
機
関
で
あ
り
、
質
の
高
い
医
療
や
救
急
医
療
、
災

害
医
療
、
へ
き
地
医
療
な
ど
の
政
策
医
療
を
担
う
な
ど
、
民
間
病

院
と
と
も
に
地
域
医
療
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
い

わ
ば
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
『
命
の
砦

と
り
で

』
と
も
言
え
る
存
在
で
す
。

　

伊
万
里
市
、
有
田
町
が
進
め
る
統
合
病
院
に
つ
い
て
は
、
市
民

に
と
っ
て
安
心
で
き
る
地
域
内
完
結
型
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
一
部
に
は
医
師
の
確
保
や
建
設
費
な
ど

に
つ
い
て
、
不
安
や
心
配
を
抱
く
市
民
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
が
多
い
、
自

治
体
病
院
の
現
状
や
役
割
を
は
じ
め
、
統
合
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯

や
必
要
性
、
そ
し
て
建
設
事
業
費
の
内
訳
、
医
師
不
足
問
題
へ
の

取
り
組
み
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
わ
か
り
や
す

く
お
伝
え
し
ま
す
。

統
合
病
院
に
つ
い
て

市
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

●問合先
▷伊万里・有田地区医療福祉組合事務局（☎㊻２０１４）
▷伊万里市立市民病院（☎㉓４１２１）

建
設
が
進
ん
で
い
ま
す
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特 集　地域医療の拠点　伊万里・有田地区統合病院

物
内
の
給
排
水
管
や
空
調
機
器
、
屋

根
、
外
壁
な
ど
の
老
朽
化
が
著
し
く

進
ん
で
い
ま
す
。

▽
未
耐
震
構
造
に
よ
る
不
安

　

現
在
の
市
民
病
院
の
建
物
は
、
未

耐
震
構
造
で
あ
り
、
地
域
医
療
を
担

う
公
的
病
院
と
し
て
耐
震
化
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

▽
医
療
環
境
へ
の
対
応

　

現
状
の
施
設
で
は
、
病
室
や
手
術

室
、
処
置
室
な
ど
が
狭
く
、
十
分

な
医
療
行
為
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き

な
い
こ
と
や
新
規
の
医
療
機
器
を
配

置
・
整
備
で
き
な
い
状
況
で
す
。

賀
市
な
ど
の
大
規
模
病
院
に
流
出
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
な
ど
の
進
展
に
よ

り
今
後
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
救
急
患
者
に
つ
い
て

も
約
15
％
が
圏
外
に
搬
送
さ
れ
て
い

て
、
圏
域
に
お
け
る
医
療
の
完
結
性

が
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は
い

え
ま
せ
ん
。

　

両
市
町
で
は
、
圏
域
に
お
け
る
地

域
医
療
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
担
う
病

院
と
し
て
統
合
病
院
を
位
置
づ
け
て

お
り
、
地
区
医
師
会
と
の
連
携
を
図

り
、
受
診
さ
れ
る
患
者
の
紹
介
・
逆

紹
介
の
体
制
づ
く
り
を
構
築
し
、
地

域
完
結
型
医
療
の
確
立
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
。

【
理
由
④
】

建
物
の
老
朽
化
・
狭

き
ょ
う
あ
い隘
化
な
ど

▽
建
物
の
老
朽
化

　

市
民
病
院
、
有
田
共
立
病
院
と
も

に
建
築
後
30
年
以
上
を
経
過
し
、
建

な
ぜ
統
合
病
院
を
建
設
す
る

の
で
す
か
？

市
で
は
有
識
者
を
交
え
市
民

病
院
の
在
り
方
を
検
討
し
た

結
果
、
財
源
の
確
保
や
効
率
的
な
病

院
運
営
、
医
師
の
確
保
な
ど
を
考
慮

し
、
同
じ
佐
賀
県
西
部
保
健
医
療
圏

に
属
す
る
有
田
共
立
病
院
と
統
合
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
主
な

理
由
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
理
由
①
】

地
域
医
療
の
充
実
を
要
望
す
る
声

　

平
成
13
年
２
月
に
、
市
民
２
万
７
０

０
０
人
か
ら
署
名
が
な
さ
れ
た
『
地

域
医
療
の
充
実
を
求
め
る
要
望
書
』

が
市
へ
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
、
今
回

の
統
合
の
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま

す
。

【
理
由
②
】

医
師
の
確
保
に
メ
リ
ッ
ト

　

医
師
不
足
の
原
因
の
一
つ
と
し
て

平
成
16
年
度
に
導
入
さ
れ
た
『
医
師

の
新
臨
床
研
修
制
度
』
が
あ
り
、
こ

の
制
度
に
よ
り
大
学
病
院
は
人
手
不

足
に
陥
り
、
自
治
体
病
院
な
ど
に
派

遣
し
て
い
た
医
師
を
呼
び
戻
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
医

師
を
補
充
で
き
な
い
自
治
体
病
院
で

は
、
残
っ
た
医
師
へ
の
負
担
が
倍
増

し
、
過
酷
な
勤
務
に
耐
え
き
れ
ず
医

師
が
退
職
す
る
と
い
う
事
態
が
全
国

で
相
次
ぎ
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
現

状
を
踏
ま
え
、
伊
万
里
と
有
田
、
そ

れ
ぞ
れ
で
医
師
を
確
保
す
る
の
で
は

な
く
、
統
合
病
院
に
医
療
機
能
を
集

約
し
、
限
ら
れ
た
医
師
の
効
果
的
配

置
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
医
療
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
医
師

の
確
保
の
取
り
組
み
が
よ
り
一
層
強

化
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
理
由
③
】

医
療
の
圏
域
完
結
性
の
確
保　
　
　

　

伊
万
里
市
が
属
す
る
佐
賀
県
西
部

保
健
医
療
圏
に
は
、
２
０
０
床
以
上

の
中
核
的
病
院
が
な
く
、
約
３
割
の

入
院
患
者
が
圏
外
の
佐
世
保
市
や
佐

正面外観イメージ

■統合病院の建設地
　有田町二ノ瀬地区
■統合病院の規模
▷敷地面積　　約２９, ０００㎡
▷延べ床面積　 約１７，０００㎡
▷病床数　　　206 床（うち感染症病床４床）
▷診療科目　　15 科
　内科、神経内科、呼吸器科、消化器科、循
　環器科、小児科、外科、整形外科、脳神経
　外科、泌尿器科、眼科、耳鼻咽喉科、リハ
　ビリテーション科、リウマチ科、放射線科
▷構　造　鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造
　地下１階、地上４階建て
▷駐車台数　　 外来用　200 台
▷建築工事
　平成 22 年７月～平成 23 年 10 月（約 16 か月）
■開院時期　　平成 23 年 12 月（予定）
■主な各階レイアウト（断面構成図）

統合病院の施設概要

　

伊
万
里
市
、
有
田
町
に
は
そ
れ

ぞ
れ
自
治
体
病
院
が
あ
り
ま
す

が
、
な
ぜ
今
、
両
病
院
を
統
合
し

た
新
病
院
が
必
要
な
の
か
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

Ａ Ｑ

自治体病院の役割
　一般的な自治体病院の基本的な役割につい
て見てみると、全国どこの地域でも等しく地
域住民が安心して暮らせる良質な医療環境
を、安定的に提供する役割を担うとともに、
民間病院と比べ次のような特徴があると言わ
れています。
▷政策医療の実施
　民間病院が採算面から参入しにくい、へき

地医療や救急医療、高度先進医療、不採算
地区医療などの医療を実施しています

▷住民の声を反映
　地域住民の健康に責任を持つ自治体の長

が、住民による選挙で選ばれた議員によっ
て構成される議会の議決を経て、開設して
います

ご存じですか

今
、な
ぜ
統
合
病
院
が
必
要
な
の
か
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【表①】概算事業費の内訳

区　分 事業費

設計監理費 1 億 4,508 万円

建築工事費
病院本体 38 億 6,737 万円

駐車場など 3 億 2,442 万円

上下水道工事費など 1 億 1,155 万円

用地・造成費など 3 億 6,594 万円

医療情報システム導入費 5,250 万円

医療機器購入費 8 億 3,790 万円

什器・備品購入費 5,985 万円

移転・移設費
医療機器移設費 5,250 万円

その他移設費 4,200 万円

運営計画策定費 2,149 万円

合　計 58 億 8,060 万円

↑自然の風や光を採り入れ、ふれあいを重視した病棟ラウンジのイメージ

建
設
す
る
た
め
の
事
業
費
は

ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
？

統
合
病
院
整
備
事
業
に
係
る

事
業
費
は
、
建
築
工
事
な
ど

の
入
札
減
に
よ
り
、
平
成
22
年
１
月

の
広
報
伊
万
里
で
お
伝
え
し
て
い
た

概
算
事
業
費
約
64
億
６
０
０
０
万
円

に
比
べ
５
億
８
０
０
０
万
円
少
な

い
、
約
58
億
８
０
０
０
万
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。【
表
①
】

　

今
後
も
、
医
療
機
器
や
備
品
・
什

器
の
必
要
数
量
な
ど
の
精
査
を
行

い
、
経
費
の
節
減
に
努
め
、
病
院
経

営
の
安
定
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

病
院
建
設
費
は
、
ほ
か
の
病

院
に
比
べ
て
高
い
の
で
す

か
？

58
億
８
０
０
０
万
円
の
う

ち
、
病
院
本
体
の
工
事
費
は
、

約
38
億
６
７
３
７
万
円
に
な
る
見
込

み
で
す
。

　

統
合
病
院
の
予
定
病
床
数
は
２
０
６

床
で
す
の
で
、
１
病
床
当
た
り
の
建

設
費
は
約
１
８
７
７
万
３
０
０
０
円

に
な
り
ま
す
。
１
病
床
当
た
り
の
建

設
費
は
、
病
院
の
経
営
方
針
や
立
地

条
件
、
病
棟
の
構
成
な
ど
で
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
と
な
り
ま

す
の
で
、
決
し
て
高
い
事
業
費
だ
と

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

延
べ
床
面
積
が
約
１
７
０
０
０
㎡

で
す
の
で
、
１
㎡
あ
た
り
の
事
業

費
は
約
22
万
７
０
０
０
円
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
総
務
省
の
公
立
病
院

改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中
で
示
さ
れ

て
い
る
国
立
病
院
機
構
の
建
築
標
準

仕
様
25
万
円
～
30
万
円
を
下
回
っ
て

お
り
、
地
域
の
中
核
的
病
院
と
し
て

の
機
能
を
満
た
し
な
が
ら
事
業
費
の

節
減
に
努
め
た
結
果
で
す
。

　

な
お
、
総
務
省
の
『
公
立
病
院
経

営
改
善
事
例
集
（
平
成
22
年
１
月
）』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
全
国
２
３
８

の
病
院
整
備
の
事
例
で
は
、
建
築
単

価
30
万
円
以
下
の
施
設
は
約
16
％
と

な
っ
て
お
り
、
全
国
的
に
は
、
今
回

の
統
合
病
院
の
整
備
事
業
費
は
、
む

し
ろ
低
い
事
業
費
だ
と
言
え
ま
す
。

事
業
費
の
財
源
内
訳
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
？

事
業
費
の
負
担
は
、
原
則
的

に
は
、
市
町
が
既
に
合
意
し

た
負
担
割
合
（
伊
万
里
市
55
％
、
有

田
町
45
％
）
で
負
担
し
ま
す
。
た
だ

し
、
統
合
病
院
の
整
備
に
は
多
額
の

事
業
費
が
か
か
り
、
こ
の
事
業
費
を

一
度
に
負
担
す
る
と
、
市
町
の
財
政

に
大
き
な
影
響
が
で
ま
す
の
で
、
県

よ
り
認
め
ら
れ
た
公
的
な
長
期
借
入

（
起
債
）
を
行
い
、
賄
ま
か
な

い
ま
す
。
こ

れ
と
は
別
に
、
起
債
の
対
象
と
な
ら

な
い
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
市
町
が

単
独
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
の
再
生
を
目
的

と
し
た
『
地
域
医
療
再
生
臨
時
特

例
交
付
金
事
業
』
や
、
未
耐
震
の
医

療
施
設
の
耐
震
化
事
業
で
あ
る
『
医

療
施
設
耐
震
化
臨
時
特
例
交
付
金
事

業
』
の
採
択
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、

国
か
ら
併
せ
て
約
14
億
３
７
２
０
万

円
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

起
債
や
負
担
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い

病
院
を
建
設
す
る
た
め
の
起

債
で
す
の
で
、
病
院
事
業
債

を
活
用
し
ま
す
。
返
済
は
、
今
後
の

病
院
収
益
か
ら
と
な
り
ま
す
が
、
事

業
費
の
中
に
は
、
病
院
の
用
地
費
や

設
計
費
、
建
設
費
な
ど
起
債
の
対
象

に
な
る
も
の
と
、
周
辺
道
路
の
整
備

や
鉄
道
の
踏
切
工
事
な
ど
起
債
の
対

象
に
な
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
起
債
対
象
事
業
費
の
う
ち
、
４

分
の
１
を
市
町
が
出
資
債
と
し
て
借

り
入
れ
て
負
担
し
、
残
り
の
４
分
の

３
を
統
合
病
院
が
借
り
入
れ
ま
す
。

ま
た
、
統
合
病
院
が
返
済
し
て
い
く

病
院
事
業
債
に
つ
い
て
は
、
返
済
年

ご
と
に
、
市
町
が
返
済
額
の
２
分
の

１
を
負
担
（
繰
出
し
）
し
ま
す
。

地域の中核的病院をめざして
特 集　地域医療の拠点　伊万里・有田地区統合病院

　

統
合
病
院
の
事
業
費
に
つ
い

て
、
特
に
、
建
設
費
用
が
高
い
の

で
は
と
い
う
疑
問
な
ど
に
お
答
え

し
ま
す
。

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ【表②】伊万里市の年度ごとの返済額

年　度  平成 ��
〜�8 年度

 平成 �9
〜�� 年度

年度平均
返 済 額

①
8,815万円 5,568万円

うち交付税
措　置　分

②
4,143万円 2,617万円

実質負担額
（① - ②）

�,67�万円 �,9�1万円

【
床
面
積
あ
た
り
の
事
業
費
】

【
病
床
あ
た
り
の
事
業
費
】

統
合
病
院
の
建
設
費
用
は
適
正
か
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医
師
の
確
保
に
つ
い
て
、
ど

う
考
え
て
い
ま
す
か
？

地
方
に
お
け
る
医
師
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
全
国
的
な
問

題
と
な
っ
て
い
て
、
当
地
区
に
お
い

て
も
楽
観
で
き
る
状
況
で
は
な
い
と

認
識
を
し
て
い
ま
す
。

　

統
合
病
院
の
医
師
数
は
、
病
院
規

模
に
応
じ
た
22
人
体
制
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
現
在
、
医
師
を

派
遣
し
て
も
ら
っ
て
い
る
大
学
医
局

に
対
し
、
引
き
続
き
要
請
お
よ
び
協

力
を
お
願
い
し
、
病
院
経
営
に
支
障

が
で
な
い
よ
う
必
要
な
医
師
の
確
保

に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

【
医
師
確
保
へ
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
】

特 集　地域医療の拠点　伊万里・有田地区統合病院

↑ぬくもりのある４床室のイメージ（左）とエントランス・総合待合のイメージ（右）

※トリアージ（Triage）とは、人材・資源の制約の著しい災害医療において、最善の救命効果を得
　るために、多数の傷病者を重症度と緊急性によって分別し、治療の優先度を決定することです

地域に愛され信頼される

解　説

伊
万
里
市
の
負
担
額
、
年
間

返
済
額
は
い
く
ら
？

伊
万
里
市
お
よ
び
有
田
町
が

負
担
す
る
の
は
、
起
債
の
対

象
と
な
ら
な
い
事
業
費
を
単
独
負
担

分
と
し
て
、
ま
た
、
起
債
対
象
事
業

費
の
４
分
の
１
を
出
資
債
と
し
て
、

そ
し
て
、
統
合
病
院
が
返
済
す
る
病

院
事
業
債
の
２
分
の
１
を
病
院
事
業

債
の
繰
出
し
負
担
分
と
し
て
、
負
担

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
【
円
グ
ラ

フ
】。
ま
た
、
伊
万
里
市
の
年
間
負

担
額
に
つ
い
て
は
、
病
院
事
業
債
・

出
資
債
と
も
に
、
30
年
間
の
長
期
借

入
で
す
の
で
、
平
成
24
年
度
か
ら
平

成
53
年
度
ま
で
、
返
済
（
負
担
）
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

毎
年
の
市
の
返
済
額
に
つ
い
て

は
、
出
資
債
分
の
50
％
、
病
院
事
業

債
分
の
45
％
の
金
額
が
、
国
か
ら
の

交
付
税
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
市
の
年
度
ご
と
の
負
担
額
は

３
０
０
０
～
５
０
０
０
万
円
程
度
に

な
り
ま
す
。【
表
②
】

開
院
後
の
経
営
形
態
は
？

統
合
病
院
の
開
設
者
は
、
伊

医
師
確
保
、
経
営
は
大
丈
夫
か

　統合病院は伊万里・有田地区の中核的
な病院として機能するため、救急・健診・
リハビリ部門など、病棟以外についても
整備を充実させます。
①救急部門　
　救急告示病院として、救急患者をスムー
ズに受け入れられるよう専用の救急処置
室を設け、現在の市民病院に比べ約７倍

（市民病院 24 ㎡、統合病院 180 ㎡）の
スペースを確保しています。
②手術室　
　現在の両病院には、手術室はそれぞれ
２室ありますが、統合病院では、地域の
中核的な病院として緊急時の手術にも対
応できるよう手術室を３室整備します。
　そのうちの１室については、バイオク
リーンルームと呼ばれる空中の微細な細
菌を除去する機能を有した手術室となっ
ています。
③健診センター　
　地域住民の健康の維持や疾病の予防、
早期発見を行う健診機能を充実させるた
め、現在の両病院にはない健診センター
を設けます。
④感染症病室や感染症外来への対応
　近年流行が懸念されている新型インフ
ルエンザなどの感染症対応として、西部
保健医療圏では唯一、感染症病床を４室
整備します。このことにより、感染症の
病原体を外部に拡散させない設備を整備
します。
⑤災害拠点病院　
　伊万里・有田地区は、地震などの災害
発生が比較的少ない地域ですが、平成 17
年に発生した福岡西方沖地震のように、
いつ大きな災害に見舞われるかわかりま
せん。地区唯一の災害拠点病院として、
安定的に医療が提供できる施設としての
機能を整備する必要があります。
　このため、建物は耐震構造で、災害時
のトリアージ（※ページ下の解説参照）
を想定して、会議室や外来待合など、通
常は医療を提供しないエリアでも医療ガ
スが供給できる設備内容となっています。

統合病院の特徴 Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

【表②】伊万里市の年度ごとの返済額

年　度  平成 ��
〜�8 年度

 平成 �9
〜�� 年度

年度平均
返 済 額

①
8,815万円 5,568万円

うち交付税
措　置　分

②
4,143万円 2,617万円

実質負担額
（① - ②）

�,67�万円 �,9�1万円

ＡＱ

万
里
・
有
田
地
区
医
療
福
祉
組
合
と

な
り
ま
す
が
、
地
方
公
営
企
業
法
の

全
部
適
用
と
い
う
経
営
形
態
で
運
営

し
、
よ
り
経
営
の
効
率
化
と
迅
速
化

を
図
り
、
今
ま
で
以
上
の
収
益
増
と

費
用
の
縮
減
を
行
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
経
営
責
任
者
と
し

て
新
た
に
病
院
事
業
管
理
者
を
置

き
、
事
業
管
理
者
が
責
任
を
も
っ
て

運
営
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

病院建設費の負担額・割合
総事業費用 58 億 8,060 万円
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医
師
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
の

は
、
市
民
病
院
に
お
い
て
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
市
民
病

院
は
、
長
崎
大
学
系
列
病
院
と
し
て

例
年
、
内
科
医
師
を
４
人
、
外

科
医
師
を
３
人
ほ
ど
の
派
遣

を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
の
常
勤
医
師
は
内
科

３
人
、
小
児
科
１
人
、
そ
し
て

外
科
の
私
を
含
め
た
計
５
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
平
成
16
年
か
ら
の
『
医
師

の
新
臨
床
研
修
制
度
』
の
開
始
な
ど

が
要
因
と
な
り
、
県
内
に
お
い
て
も

医
師
不
足
が
顕
著
と
な
っ
た
た
め
で

す
。
こ
れ
ま
で
医
師
免
許
取
得
直
後

の
医
師
は
、
大
学
医
局
に
入
局
し
、

大
学
病
院
か
関
連
病
院
で
研
修
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
制
度
で
は

研
修
先
病
院
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
症
例
の
多
さ

や
勤
務
環
境
を
比
較
し
て
都
市
部
の

大
病
院
を
選
択
す
る
医
師
が
増
え
、

そ
の
ま
ま
就
職
す
る
な
ど
大
学
に
所

属
す
る
医
師
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
大
学
は
こ
れ
ま
で
医

師
を
派
遣
し
て
い
た
病
院
か
ら
医
師

を
引
き
揚
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

大
学
に
医
師
派
遣
の
ほ
と
ん
ど
を

頼
っ
て
い
た
市
民
病
院
は
そ
の
影
響

を
直
接
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
か
ら
３
年
前
、
市
民
病
院
に
派

遣
し
て
い
る
私
を
含
め
た
外
科
の
医

師
全
員
を
、
市
民
病
院
か
ら
引
き
揚

げ
る
と
大
学
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
外
科
が
な
く
な
る
こ
と
で

市
民
の
皆
さ
ん
に
与
え
る
影
響
を
考

え
、
結
果
的
に
は
大
学
の
意
向
に
反

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

病
院
に
残
り
ま
し
た
。

　

そ
の
時
か
ら
私
の
医
師
確
保
へ
の

取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
個

人
の
つ
て
を
頼
り
、
一
旦
は
外
科
医

を
３
人
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
地
方
の
小
規
模
な
病
院
で
、
数

多
く
の
症
例
を
こ
な
し
た
い
と
考
え

る
年
代
の
外
科
医
師
は
、
残
念
で
す

が
残
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

内
科
医
も
同
様
で
、
退
職
医
師
の
補

充
が
で
き
ず
、
欠
員
と
な
っ
て
い
る

状
況
。
そ
れ
で
も
何
と
か
、
今
残
っ

て
い
る
医
師
の
負
担
を
軽
減
し
、
診

療
体
制
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
の
な

い
よ
う
に
と
考
え
、
長
崎
大
学
に
加

え
、
佐
賀
大
学
に
も
通
い
、
内
科
は

週
１
回
の
非
常
勤
で
、
肝
臓
の
専
門

医
と
大
腸
内
視
鏡
専
門
医
を
１
人
ず

つ
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
外
科
に
つ
い
て
は
派
遣
を

断
ら
れ
た
長
崎
大
学
に
足
し
げ
く
通

い
、
非
常
勤
医
師
を
週
２
日
確
保
し
、

手
術
に
必
要
な
麻
酔
科
は
長
崎
労
災

病
院
の
医
師
に
お
願
い
し
て
、
市
民

病
院
の
診
療
体
制
が
縮
小
し
な
い
よ

う
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
病
院
は
小
規
模
病
院
で
す

が
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
生
活
を

し
て
い
く
た
め
に
は
是
が
非
で
も
な

く
な
っ
て
は
い
け
な
い
病
院
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
現
状
は
、
以

前
の
診
療
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
さ

え
大
変
難
し
く
、
将
来
的
に
は
、
近

隣
の
公
立
病
院
で
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
診
療
所
に
な
り
か
ね
な
い
と
非
常

に
危
惧
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
で
す
。
西
部
保

健
医
療
圏
に
拠
点
と
な
る
中
核
的
病

院
を
建
設
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
起

こ
り
、
伊
万
里
、
有
田
の
両
首
長
や

た
く
さ
ん
の
人
の
協
力
を
得
て
、
統

合
病
院
の
整
備
事
業

が
進
む
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
中
に
は
、
い

ろ
ん
な
不
安
が
あ
る

の
は
分
か
り
ま
す
が
、
私
と
し
て
は

こ
の
統
合
病
院
こ
そ
『
地
域
医
療
の

要か
な
め』
と
し
て
、
伊
万
里
市
民
の
た
め

の
病
院
が
生
き
残
る
最
善
策
で
は
な

い
か
と
思
い
、
安
堵
し
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
医
師
確
保
の
現
状
は
、

周
辺
人
口
が
少
な
い
地
方
の
病
院

が
、
何
百
床
も
あ
る
大
病
院
に
症
例

数
や
設
備
で
上
回
り
、
単
独
で
医
師

を
呼
び
込
む
こ
と
は
難
し
く
、
実
質

的
に
は
大
学
か
ら
の
派
遣
に
頼
ら
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
大
学
か

ら
の
派
遣
は
、
あ
る
程
度
の
規
模
で

研
修
可
能
な
病
院
で
な
い
と
若
手
の

医
者
も
出
し
て
く
れ
な
い
と
い
う
厳

し
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
統
合
病
院
は
、
市
民
病
院
よ

り
大
規
模
で
設
備
も
充
実
し
、
診
療

科
目
も
多
く
な
り
、
現
在
の
医
師
確

保
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
非
常

に
有
利
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
実
績
を
上
げ
、
魅
力
的

な
病
院
と
な
る
こ
と
で
、
大
学
内
で

の
「
こ
こ
に
派
遣
し
よ
う
」
と
い
う

動
き
に
加
え
、
自
主
的
に
勤
務
を
希

望
す
る
医
師
も
増
え
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
統
合
病
院
は
協
力
型

臨
床
研
修
指
定
病
院
を
め
ざ
し
て
い

て
、
そ
の
指
定
を
受
け
れ
ば
研
修
医

を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
病
院
建
設
だ
け
が
先
行
し
て
い

る
の
で
は
」
と
言
う
声
も
聞
き
ま
す

が
、
統
合
病
院
を
地
域
医
療
の
要
と

し
て
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
将
来
の
医
師
確
保
に
も
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。
ど
う
か
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
だ
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
病
院
の
現
状

統
合
病
院
は
地
域
医
療
の
要

特 集　地域医療の拠点　伊万里・有田地区統合病院

　

医
師
確
保
に
奔
走

　

魅
力
あ
る
病
院
を
め
ざ
し
て

　

医
師
不
足
の
現
状
や

医
師
確
保
へ
の
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
、
医

療
現
場
の
最
前
線
に
立
つ
伊
万
里

市
立
市
民
病
院
の
小
関
一
幸
院
長

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

医
師
確
保
へ
の
取
り
組
み

伊万里市立市民病院
院 長　小関 一幸

　

皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
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誰
も
が
人
権
を
尊
重
さ
れ

　

と
も
に
明
る
く
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
へ

　

す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
す
。
誰
も
が
幸
福
な
生
活
を
営
む
権

利
を
持
っ
て
お
り
、
お
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
こ

と
は
、
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、同
和
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、女
性
、

子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
人
、
外
国
人
な
ど
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
今
も
存
在
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
自
分
の
こ
と
に
は
敏
感
で
す
が
、
他
人

の
痛
み
や
悲
し
み
に
つ
い
て
は
、
見
逃
し
が
ち
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
人
権
と
同
様
に
他
人
の
人
権

を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
心
の
ど
こ
か
に
『
自

分
は
関
係
な
い
』
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
限
り
、
偏
見

や
差
別
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

　

８
月
は
『
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
』
で
す
。
こ
の

機
会
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
自
分
の
課
題
と
し

て
と
ら
え
、
誰
も
が
平
等
で
明
る
く
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

社
会
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

８月は同和問題啓発強調月間です人権
特集



●同和問題とは
　同和地区に生まれた、あるいはその地区に住んでいるなどを理由に、一部の人が根拠のない言い伝えや偏見によって不

当に差別され社会的な不利益を受けている人権問題です。日本の歴史の中で生まれた『けがれ意識』や『偏見』により、

一部の人が住居や職業、結婚を制限される差別を受けるなど、幸せに生きる権利を奪われてきました。

◆差別意識の根深さ
　明治４年の解放令によって制度的には身分差

別はなくなりました。しかし、１世紀以上も経

過していながら、いまだに同和問題に対する偏

見などが、私たちの社会に根強く残っています。

　同和問題は『差別される人』の問題ではなく、『差別する人』

の問題です。自分には関係ないという考え方が、部落差別を

温存し、助長します。一人一人が自分自身の問題としてとらえ、

きちんと向き合うことが大切です。同和問題を正しく知ること

が、部落差別をなくす第一歩なのです。

●同和問題をなくすために

さまざまな人権問題について考える

同 和 問 題

●同和問題の特徴など

●同和問題は、自然には解消しません

　「同和問題は、そっとしておけばそのうちなくなる」とか「同和教育をする

ことで、知らなくてもいいことを知ってしまい、新たな差別につながる」

と思っている人がいるかもしれません。しかし、長年にわたり同和問題

が解決していないことからも、このような考え方では今後も解決し

ないはずです。同和問題に対する誤った考え方などをそのまま放

置しておくと、解決するどころか逆に差別を温存することにつな

がります。また、差別解消への努力をしないで、「そのうち差別

はなくなるから我慢しなさい」というのは、差別する側の一方

的な押しつけですし、差別を容認することになります。

◆日本固有の差別問題
　本人には責任のない出自（生まれ）によって

厳しい差別が続くという部落差別は、外国には

例のないものです。

◆厳しい差別
　世代を超えて長い間、差別が続いています。

差別を受けている人には何の責任もない、その

人の努力だけでは解決しない、いわれのない差

別です。

◆差別は今も
　『差別落書き』『所在問い合わせ』『インター

ネットの悪用』など、さまざまな事件が今も発

生しています。
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　子どもの健やかな成長はすべての人々の願いです。しかし、児童虐待な

どのテレビ、新聞報道が後を絶ちません。子どもに対する虐待は、『こころ』

と『からだ』に大きな傷を残すことになります。大人と同様に、一人の人

間としての人権を尊重しなければなりません。子どもたちが夢を持ち、健

やかに安心して成長できる環境をつくることは、私たち大人の責務です。

● 児童虐待とは
▷身体的虐待　なぐる、ける、つねるなど
▷性的虐待　　性行為の強要、ポルノの被写体にするなど
▷ネグレクト　病院に連れて行かない、学校に行かせない、食事を

　　　　　　与えないなどの育児放棄
▷心理的虐待　言葉による脅し、無視など
※虐待かどうかは、子どもの側に立って判断することになります

　障害者に配慮して、コミュニケーションの方法を考えることは大切なこ

とですが、特別視するなど、誤った先入観で接することは心のバリアを作

ることになります。障害者を特別な人とするのではなく、障害の有無に関

わらず、普通の生活が送れるよう条件を整備し、ともに助け合い、生活し、

活動できる社会をめざすことが必要です。

子どもの人権問題

障害者の人権問題

８月は同和問題啓発強調月間です

● ご存じですか？ユニバーサルデザイン
年齢や性別、国籍、身体の状況など、個々の人間の特性や能力に
関係なく、はじめから誰もが使いやすいように、町や建物、製品、
環境、サービスなどを作ろうという考え方のことです

まずは正しく理解することから

人権
特集

� 2010.8 82010.8

高齢者の人権問題

　高齢者が住み慣れた地域でいきいきと安心して暮らせる社会づくりが求

められています。しかし、高齢者に対する疎外や虐待、財産剥奪、悪徳商法

など人権問題の事例が多発しています。これらの問題は、誰もが当事者とな

る可能性があります。他人事と見過ごさず、社会全体の課題として、家庭・

地域で力を合わせて高齢者虐待などの芽を摘み取っていくことが大切です。

● 高齢者虐待とは
▷身体的虐待　　　なぐる、ける、意図的に薬を過剰に与えるなど
▷心理的虐待　　　どなるなどの言葉の暴力、無視、嫌がらせなど
▷介護の放棄など　食事・入浴・排泄などの世話をしない、必要な
　　　　　　　　　治療を受けさせないなど
▷経済的虐待　　　高齢者の年金などを勝手に使う、必要なお金を
　　　　　　　　　渡さないなど
▷心理的虐待　　　本人が同意していない性的行為、強要など
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◯62

● テーマ　　人権社会の実現をよびかけるもの
● 応募資格　市内に住む 18 歳以上の人（学生を除く）
● 応募方法　標語と氏名・住所・生年月日・電話番

号を明記のうえ、郵便、ＦＡＸ、Ｅメールで応募
してください

※ 1 人何点でも応募できます
※応募用紙は自由です

　平成 19 年３月に策定した伊万里市人権教育・啓発に関する基本方針では、『人権文化の創造』を基本理念として掲げて

います。『人権文化の創造』とは、すべての人々が人権尊重の精神を当たり前の社会意識として身につけ行動し、人権を基

本とした人間関係が広く社会に根付くことを意味しています。人権文化を創造するためには、私たち一人ひとりが、次の

６つの事柄を実践していくことが大切です。

人権文化を創造していくことが、差別の解消につながります

１　日常生活の中で、意識せず誰かの人権を侵害してし

まっていることがあります。侵害される側にとって

は、重大で深刻な問題であるという認識を持つこと

が重要です。

２　人権問題を正しく理解し認識を深めることにより、

私たちの中にひそむ偏見や誤った考え方を取り除く

ことが重要です。

３　私たちは、大勢の側にいるという安心感から少数者

に対する配慮を欠くことがあります。『世間体』や『他

の人が皆そうしている』からではなく、自らが主体

的に考える習慣を身につけることが重要です。

４　社会は自分と同質な人ばかりで構成されているわけ

ではありません。それぞれの個性や生き方の違いを

認め合い、その違いをお互いに尊重することが重要

です。

５　私たちのまわりにあるさまざまな差別の痛みを共感

し、差別を一つひとつなくすよう努力することが重

要です。

６　私たちは社会の中で、お互いに支え合って生きてい

ます。自分の人権が守られているとき、それは自分

以外の人の努力によるということを忘れないように

することが重要です。

８月は同和問題啓発強調月間です

※作品は未発表のものに限ります
● 募集期間　8 月 2 日 ( 月 ) ～ 8 月 31 日 ( 火 )
● 表　彰　　優秀作品には賞状と記念品を贈ります
● 応募・問合先　生涯学習課 人権・同和教育係

　（　 ☎㉓３１８６、　　 ㉓２６１５）
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　shougaigakushuu@city.imari.lg.jp

※各町 ( 地区 ) 公民館でも受け付けます

あなたの想いを標語にしませんか　募集します 人権標語！

FAX

人権
特集

● 

大
会
テ
ー
マ　

差
別
の
現
実
か

ら
深
く
学
び
、
生
活
を
高
め
、

未
来
を
保
障
す
る
教
育
を
確
立

し
よ
う

● 
地
元
テ
ー
マ　

し
り
た
い
！　

や
っ
て
み
た
い
！　

つ
な
が
り

た
い
！　

〜
誰
も
が
生
ま
れ
て

き
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
て
〜

● 

期　

日

　

11
月
20
日
（
土
）・
21
日
（
日
）

● 

会　

場　

　
【
第
１
日
】
午
前　

開
会
全
体
会

（
佐
賀
県
総
合
体
育
館
）
映
像
中

継
（
佐
賀
市
文
化
会
館
・
唐
津

第
62
回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会

同
和
問
題
講
演
会

● 

テ
ー
マ

『
心
の
扉
を
開
い
て
』
〜
一
人
一

人
の
輝
き
を
見
失
わ
な
い
で
〜

● 

日　

時　

８
月
27
日
（
金
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

（
午
後
１
時
開
場
）

● 

会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー

● 

講　

師　

千
葉 

紘
子
さ
ん(

歌

手
、
㈶
矯
正
協
会
副
会
長
な
ど)

● 

入
場
料　

無　

料

● 

問
合
先　

生
涯
学
習
課

（　

☎
㉓
３
１
８
６
）

 

今
年
の
大
会
は
、
佐
賀
県
で
開
催
さ
れ
ま
す

講演会に参加することから始めてみませんか

市
文
化
体
育
館
・
武
雄
市
文
化

会
館
）

午
後　

分
科
会
（
佐
賀
市
・
唐

津
市
・
武
雄
市
内
の
25
会
場
）

【
第
２
日
】
終
日　

分
科
会
（
佐

賀
市
・
唐
津
市
・
武
雄
市
内
の

25
会
場
）

● 

大
会
参
加
費　

４
０
０
０
円

　
（
資
料
代
と
し
て
）

● 

主　

催　

一
般
社
団
法
人
全
国

人
権
教
育
研
究
協
議
会
、
第
62

回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究

大
会
佐
賀
県
実
行
委
員
会

● 
問
合
先　

実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
９
５
２　

７
４
８
８
）

 

お
気
軽
に
ご
参
加
を
！

■ 千葉 紘
ひ ろ こ

子 さん
1971 年歌手デビュー。1972 年『折
鶴』、1983 年『宗谷岬』が大ヒット。
歌手活動に加え、青少年育成にも携わ
っている。1983 年に法務省の篤志面
接委員、1990 年には保護司に就任し、
全国各地の少年院などの慰問や院生
のカウンセリングを行っている。また、
2003 年には㈶矯正協会副会長に就任している。
※篤

と く し

志面接委員とは、刑事施設内で受刑者の相談にのるほ
か、矯正に向けた面談などを行うボランティアのこと
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● 

対
象
者

平
成
22
年
１
月
１
日
時
点
で
市

内
に
居
住
し
、
現
在
も
市
内
に

居
住
し
て
お
り
、
自
動
車
税
な

ど
の
減
免
を
受
け
て
い
な
い
世

帯
の
障
害
者
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

▽
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

▽
療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
、
車
い
す
を
常
用
し
て
い
る
人

▽
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
ま
た
は
２
級
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人

※
入
院
や
施
設
に
入
所
し
て
い
る

人
は
除
き
ま
す

● 

申
請
方
法

い
ず
れ
の
手
続
き
に
つ
い
て

も
、
障
害
者
手
帳
と
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す

で
に
今
年
度
の
タ
ク
シ
ー
券
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
交

付
さ
れ
た
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い

※
代
理
申
請
の
場
合
は
、
本
人
と

代
理
者
の
印
鑑
が
必
要
で
す

● 

受
付
開
始
日　

８
月
16
日

●

申
請
・
問
合
先　

　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（　

☎
㉓
２
１
５
６
）

インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 

　市内 348 事業所で組織している『伊万里市防火協会』は、職場の火災予防はもちろ
んのこと、安全で安心できる市民生活をめざして、防火・防災に関する普及啓発に取り
組んでいます。
　このたび、火災予防の意識高揚を図るため、防火・防災に関する川柳を募集します。
家庭や職場での不注意などによる「ヒヤッ」とした体験、ふだんから生活の中で気をつ
けていること、住宅用火災警報器（住警器）に関することなどを川柳にしてみませんか。

　

助
成
の
限
度
額
を
４
５
０
０
円

か
ら
１
０
０
０
０
円
に
拡
大
し
ま

す
。

● 

交
付
内
容

　

佐
賀
県
バ
ス
タ
ク
シ
ー
協
会
加

盟
の
タ
ク
シ
ー
会
社
で
利
用
で

き
る
タ
ク
シ
ー
券
（
500
円
分
×

20
枚
）
を
交
付
し
ま
す

※
す
で
に
、
平
成
22
年
度
分
の
タ

ク
シ
ー
券
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
に
は
、
現
在
交
付
し
て
い

る
タ
ク
シ
ー
券
（
300
円
分
×
15

枚
）
に
追
加
し
て
交
付
（
500
円

分
×
11
枚
）
を
行
い
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
対
象
者
に
加
え
、

精
神
障
害
者
に
つ
い
て
は
２
級
ま

で
拡
大
さ
れ
ま
す
。
対
象
者
の
範

囲
は
次
の
と
お
り
で
す
。

対
象
者
を
拡
大

助
成
額
を
拡
大

助
成
額
、
対
象
者
が
拡
大
し
ま
す

　
　
　

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

防火・防災川柳を募集中！

旧日本赤十字社救護看護婦および
旧陸海軍従軍看護婦の皆さまへ

内閣総理大臣名の書状が贈呈されます

　先の大戦において、外地など（事変
地の区域）に派遣され、戦時衛生勤務
に従事された旧日本赤十字社救護看護
婦および旧陸海軍従軍看護婦の人（慰
労給付金受給者を除く）に対して、そ
のご労苦に報いるため内閣総理大臣名
の書状が贈呈されます。

◆ご本人またはご家族などからの 
　ご連絡をお待ちしております

● 問合先　

　福祉課福祉総務係（　☎㉓２１２０）

請求期限が２年間延長され、平成
23 年３月 31 日までとなりました

申
請
方
法
な
ど

● 募集期間　９月 30 日（木）まで（当日消印有効）
●部　門　　３部門（防火の部、防災の部、住宅用火災

警報器の部）
● 応募資格　どなたでも応募できます
● 応募方法　ハガキやＥメールに、作成した『川柳』と

次の項目を記入して応募してください。
　①住所、②氏名、③年齢、④性別、⑤電話番号、⑥句

についてのコメントや防火に対するメッセージ
※ファックスでの応募は不可
● 応募規定　
▷オリジナルの未発表作品に限ります

▷応募点数は、１人何点でも結構です
▷入賞作品の著作権・使用権は市防火協会、市消防本部

に帰属します
▷応募作品はすべて返却しません
● 結果発表　審査結果は、広報紙やホームページなどを

通じて公表します。なお、入賞者には直接ご連絡します
● 賞品など　部門ごとの優秀作品に伊万里焼などの記念

品を贈呈
● 応募・問合先　消防本部予防課（　 ☎㉓２１１８）
　〒 848-0027　伊万里市立花町 1355-3
　Ｅメール：boukakyoukai@city.imari.saga.jp

市防火協会マスコットキャ
ラクター『マリンちゃん』

どしどし応募
してね ♡

　

市
で
は
、
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
な
ど
の
自
立
と
社
会
参
加
を

進
め
る
た
め
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

よ
り
、
助
成
額
と
交
付
対
象
者
の
範
囲
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り

拡
大
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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※その他、詳細は『伊万里市職員採用試験案内』をご覧ください

■受付期間
　8 月２日（月）～ 20 日（金）
　（郵送の場合は 20 日の消印のある
　ものまで有効）
■受付時間
　午前８時 30 分～午後５時 15 分
　　（土・日除く）
■一次試験日　９月 19 日（日）
■試験会場　伊万里市民センター
■申込・問合先
　〒 848-8501
　伊万里市立花町１３５５番地１
　伊万里市役所　総務課職員係

（　 ☎㉓２１２７）

■申込書・試験案内の請求
○ 8 月２日以降に総務課で配布します
○郵送での請求は、封筒に『職員採用試験申込書請求』と朱書きし、

120 円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（A ４サイズ）を同封のこと
○市のホームページから様式をダウンロードできます（８月１日以降）
■一次試験の内容
○一般事務Ａ　
　短期大学卒業程度の教養試験
○一般事務Ａ以外
　高等学校卒業程度の教養試験
※土木、文化財担当職は専門試

験があります
※消防士Ａ、Ｂは体力試験があり

ます

■採用試験区分・採用予定人数・受験資格

試験区分 予定人数 年齢制限 その他の受験資格

一般事務Ａ 10 名程度
昭和 58 年４月２日か
ら平成３年４月１日ま
でに生まれた人

学歴は問いません

下記の住所要件のいずれかに該当する
こと
①平成 22 年４月１日現在、伊万里市に
　住民登録をし、引き続き居住してい
　る人
②伊万里市に居住していた人で、当時
　生計を同じくしていた２親等以内の
　親族（①に該当）を残し、市外に居
　住している人　（学生、U ターン希望
　者など）

一般事務Ｂ 若干名
平成３年４月２日から
平成５年４月１日まで
に生まれた人

学歴は問いません

土　木 若干名
昭和 55 年４月２日か
ら平成５年４月１日ま
でに生まれた人

学歴は問いません 住所要件はありません

保育士 若干名 昭和 58 年４月２日以降
に生まれた人

保育士の資格取得者または
平成 23 年３月 31 日までに
資格取得見込みの人

下記の住所要件のいずれかに該当する
こと
①平成 22 年４月１日現在、伊万里市に
　住民登録をし、引き続き居住してい
　る人
②伊万里市に居住していた人で、当時
　生計を同じくしていた２親等以内の
　親族（①に該当）を残し、市外に居
　住している人　（学生、U ターン希望
　者など）

保健師 若干名 昭和 55 年４月２日以
降に生まれた人

保健師の免許取得者または
平成 23 年３月 31 日までに
免許取得見込みの人

住所要件はありません

消防士Ａ 若干名
昭和 58 年４月２日か
ら平成５年４月１日ま
でに生まれた人
ただし、消防職員とし
て２年以上の実務経験
がある場合は、昭和 56
年４月２日以降に生ま
れた人

学歴は問いません

※消防士Ｂについては、救急
救命士の免許取得者

下記の住所要件などに該当すること
①採用後に伊万里市に居住することが

できる人
②普通自動車第１種運転免許取得者ま

たは平成 23 年３月 31 日までに取得
見込みの人

消防士Ｂ
（救急救命

士枠）
若干名

文化財
担当職

若干名 昭和 53 年４月２日以降
に生まれた人

下記のいずれにも該当する
こと
①考古学および発掘調査に

関する専門知識を有する人
②学芸員資格取得者または

平成 23 年３月 31 日まで
に取得見込みの人

住所要件はありません

伊万里の明日を担う市職員募集　！

一緒に築こう！伊万里の未来！！
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

次
に
該
当
し
た
と
き
は
、
保
険
料

減
免
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

勤
め
て
い
た
会
社
の
倒
産
や
リ

ス
ト
ラ
な
ど
に
よ
っ
て
世
帯
主
が

離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
、

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
減
免
基
準
に
基
づ
き
、
保
険

料
の
減
免
の
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

口
蹄
疫
に
よ
る
被
害
で
財
産
な

ど
に
相
当
な
損
失
を
受
け
た
場

合
、
減
免
の
対
象
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●

問
合
先　

▽
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
（
☎
０
９
５
２　

８
４
７
６
）

▽
長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係

（
☎
㉓
２
１
５
３
）

情 報 公 開 制 度
個人情報保護制度 運用状況について

情報公開制度

個人情報保護制度

請  求  件  数 18 件

（処理状況）

公　開 6 件

一部公開 11 件

非公開 1 件

不 服 申 立 て 1 件

実施機関 情報公開
請求件数

軽易な情報
公 開 件 数

市　長

総務部 0 件 309 件

政策経営部 5 件 0 件

市民部 2 件 0 件

産業部 2 件 0 件

建設部 4 件 171 件

教育委員会 3 件 0 件

農業委員会 0 件 0 件

水道事業管理者 0 件 126 件

消防長 1 件 0 件

議会事務局 1 件 0 件

計 18 件 606 件

年　度 諮問件数 答申件数

19 年度 7 件 9 件

20 年度 6 件 3 件

21 年度 6 件 8 件

■個人情報保護審査会の状況

■情報公開請求の処理状況

■実施機関別請求状況

せら知お

●平成 8 年に国営平山工区の工事の時、路線発表のない前に西

九州道の用地が確保なされたその理由、確保の説明会での内

容など

●平成 16、17、18、19、20 年度の浄化槽の委託業務点検（管

理）、清掃の料金金額と清掃と管理を一括にした金額。すべ

ての契約書、見積書と入札価格を示した書類、予定価格を印

した書類

●行政区別の 65 歳以上の人口統計

● 黒澤明記念館の設立などに関する契約書

● 黒澤財団との契約書、同意書

●黒澤明記念館に関して、1998 年に市が黒澤プロダクション

と結んだ契約の内容について

●平成 10 年 10 月 22 日に交わされた、黒澤明記念館に関す

る予算を審議可決した市議会の議事録の公開

※請求には、同内容での請求が多数
あったため、請求件数と異なって
います

●平成 21 年度は、個人情報開示請求はありませんでした

※その他軽易な個人情報の開示（8 件）

◆伊万里市個人情報保護審査会
　伊万里市個人情報保護審査会を設置しています。市が保有す

る情報を目的外利用・外部提供などする場合は、審査会で諮
問・答申します。

■開示請求の内訳

■情報公開請求の内訳
【18 件】

【0 件】

● 問合先　情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３３）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

非
自
発
的
に
失
業
し
た
と
き

口
蹄
疫
で
被
害
を
受
け
た
と
き

ま
ず
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い

保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

◯64
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伊万里駅

伊万里中

Ａｺｰﾌﾟ

市役所

立花保育園

202

204

立花公民館

郵便局

立花小

204

立花台地

第2期分譲地

市民図書館

ﾌｫﾚｽﾄｲﾝ伊万里

国見台公園

ｺﾝﾋﾞﾆ

ｺﾝﾋﾞﾆ

伊万里川

有
田
川

玉屋

至佐世保市

至平戸市

至黒川町

至武雄市

至武雄市

至南波多町

前田病院

伊万里温泉

ｺﾝﾋﾞﾆ

済

85

83

81

88

86

立花公民館

済

済

済

済

69

67

済

済

済

74

72

70

68

済

済

済

済

済

済

済

済

済

済

98

96

94

92

済

済

済

済

済

済

済

済

済

49

47

45

43

済

済

50

済

46

済

済

済

61

59

済

済

済

64

62

60

58

56

済

済

84

済
済

103

済

105

労働基準

監督署

立花小学校

公園

公園

公園

至大川内町

至市役所

至二里町

九州電力

変電所

立花郵便局
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今
年
の
夏
は
猛
暑
と
い
う
感

じ
が
し
ま
す
。
わ
が
家
の
庭
で

は
朝
か
ら
セ
ミ
が
元
気
よ
く
鳴

い
て
、
静
か
な
住
宅
地
も
に
ぎ

や
か
な
限
り
で
す
。

　

私
た
ち
が
小
さ
い
こ
ろ
は
、

夏
休
み
に
よ
く
セ
ミ
取
り
に
出

か
け
た
も
の
で
す
。
友
達
や
先

輩
と
連
れ
立
っ
て
、
竹
棒
や
自

家
製
の
網
を
そ
れ
ぞ
れ
ぶ
ら
下

げ
て
、
セ
ミ
を
追
っ
か
け
ま
わ

し
て
い
ま
し
た
。

　

つ
り
竿ざ
お

の
よ
う
な
竹
棒
の
先

に
は
粘
着
物
を
塗
っ
て
、
そ
れ

を
セ
ミ
に
近
づ
け
て
捕
え
ま
す
。

昔
は
ハ
エ
取
り
帳
な
る
粘
着
紙

が
あ
り
、
こ
れ
を
竹
棒
の
先
に

す
り
つ
け
て
、
セ
ミ
を
く
っ
つ

か
せ
て
捕
る
の
で
す
。
竹
棒
を

セ
ミ
に
近
づ
け
て
「
こ
れ
は
し

め
た
」
と
思
っ
た
瞬
間
、
セ
ミ

か
ら
逃
げ
ら
れ
る
。
こ
ん
な
こ

と
を
何
回
も
繰
り
返
し
な
が
ら

セ
ミ
を
追
い
ま
わ
し
ま
す
。
セ

ミ
に
竹
棒
の
先
を
近
づ
け
る
瞬

間
の
ス
リ
ル
は
今
も
忘
れ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

逃
げ
た
セ
ミ
か
ら
顔
に
オ

シ
ッ
コ
を
か
け
ら
れ
、
そ
れ
で

も
し
つ
こ
く
木
々
を
駆
け
巡
っ

た
少
年
時
代
。
古
き
良
き
時
代

の
夏
の
遊
び
の
ひ
と
コ
マ
で
す
。

　

最
近
は
子
ど
も
た
ち
も
少
な

く
、
こ
う
い
う
遊
び
の
光
景
を

め
っ
た
に
目
に
し
ま
せ
ん
。
家

の
中
で
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に
興
じ

る
の
も
よ
い
で
す
が
、
で
き
れ

ば
こ
の
よ
う
な
自
然
体
験
も
大

切
で
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

当
時
の
遊
び
相
手
は
友
達
同
士

で
あ
り
、
親
が
加
わ
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
や
り
方
は
す

べ
て
先
輩
か
ら
の
教
え
で
し
た
。

　

夏
休
み
は
自
然
と
の
戯
れ
と

い
う
の
が
私
の
少
年
時
代
の
思

い
出
で
す
。
朝
か
ら
夕
方
ま
で

海
で
泳
ぎ
、
夜
は
友
達
と
ウ
ナ

ギ
釣
り
を
よ
く
し
ま
し
た
。釣
っ

た
ウ
ナ
ギ
は
、
地
元
の
名
士
や

金
回
り
の
い
い
お
年
寄
り
が
精

に
効
く
と
い
っ
て
買
っ
て
く
れ

て
、
そ
の
代
金
で
ア
イ
ス
キ
ャ

ン
デ
ィ
ー
な
ど
を
買
っ
て
頬

ば
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

自
然
は
万
物
の
宝
庫
で
す
。

夏
休
み
に
は
子
ど
も
た
ち
は
外

で
大
い
に
遊
ん
だ
ほ
う
が
良
い
。

よ
く
遊
び
、
よ
く
学
ぶ
。
生
き

た
教
材
が
ま
わ
り
に
は
た
く
さ

ん
あ
る
も
の
で
す
。

 

夏
休
み

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 　
塚
部 

芳
和

● 土地について
▷販売価格および面積
　価格帯　7,183,890 円～ 10,015,285 円
　面　積　261.86 ㎡（約 79 坪）～ 328.37 ㎡（約 99 坪）
　最多販売価格帯　800 万円台（28 区画）
▷土地の所在
　伊万里市立花町字大尾、字萱村、字大道田（立花小学校南西側）
　立花台地第２期開発地区　全148 区画のうち31 区画
▷土地の状況
　都市計画区域で用途地域の指定なし
　容積率 200％・建ぺい率 60％
　上水道は給水管 20 ㍉、下水道・都市ガスを完備
● 土地購入の条件
・ 分譲地は住宅地以外には利用できません
・ 契約締結後、３年以内に住宅を建てなければなりません
・ 契約締結後、５年間は第三者へ譲渡・転貸はできません
● 申込みについて
▷申込みに必要な書類（各１通）
　分譲申込書、市税納税証明書
・ 個人の場合
　運転免許証または健康保険証の写し
・ 法人の場合
　法人登記簿謄本
※申込みができない人
　市税を滞納している人、成年被後見人および被保佐人ならびに
　破産者で復権を得ていない人、転売を目的として申し込む人
● 申込・問合先
　都市開発課（　 ☎㉓２４７６）

購入者を随時募集中

位置図

　市では、立花台地の住宅用地を分譲しています。
購入を希望する人は、関係書類を添えてお申し込
みください。

平成22 年
7 月20 日現在

区画図

立花台地第２期分譲地
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盆
は
、
先
祖
の
精

し
ょ
う
り
ょ
う

霊
を
迎
え
、

ま
つ
り
、
送
る
行
事
で
す
。
盆

の
期
間
中
は
、
各
家
で
の
お
供

え
な
ど
の
ほ
か
に
、
精
霊
の
供

養
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
盆
行

事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
内
の
代
表

的
な
盆
行
事
に

は
、
８
月
13
日

と
14
日
の
大
川

町
の
虎
ま
わ
し

や
、
８
月
15
日

の
大
川
町
川
原

の
盆
綱
引
き
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
地

で
盆
踊
り
が
行

わ
れ
ま
す
。
盆
踊
り
は
、
精
霊

を
供
養
す
る
踊
り
で
す
。

　

８
月
14
日
の
黒
川
町
塩
屋
の

も
っ
こ
踊
り
は
、
江
戸
時
代
の

踊
り
の
所
作
を
よ
く
残
し
て
い

ま
す
。
８
月
16
日
の
波
多
津
町

浦
の
盆
踊
り
は
、
江
戸
時
代
に

流
行
し
た
口く

ど説
き
と
い
う
歌
に

あ
わ
せ
て
踊
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
８
月
21
日
、
東
山

代
町
脇
野
の
宝ほ

う
し
ゃ
く
じ

積
寺
で
万ま

ん
と
う灯

の
夕
べ
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
盆
に
迎
え
た

精
霊
を
、
万

た
く
さ
んの
灯

を
と
も
し
て
送
る

万ま
ん
と
う
え

灯
会
と
い
う
仏

教
法ほ

う
え会

が
も
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

万
灯
の
夕
べ

で
は
、
脇
野
の

大だ
い
ね
ん
ぶ
つ

念
仏
が
奉
納
さ

れ
ま
す
。
脇
野
の

大
念
仏
は
、
脇
野

に
伝
わ
る
念
仏
踊
り
で
す
。

　

干
ば
つ
な
ど
の
祟た

た

り
を
も
た

ら
す
死
者
供
養
の
た
め
の
踊
り

で
す
が
、
精
霊
の
供
養
の
意
味

合
い
を
込
め
て
、
特
別
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
　

盆

　
〜 

市
内
で
行
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
盆
行
事 

〜

　
　
　

伝
統
の
祭
り
や
行
事 

⑲

◆
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
　
　
（
☎
㉓
３
１
８
６
）

東山代町脇野の大念仏

　

６
月
25
日
、
平
成
７
年
の
市
民

図
書
館
開
館
以
来
の
貸
出
数
が

８
０
０
万
点
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
８
０
０
万
点
目
を

借
り
た
の
は
、
大
坪
町
に
住
む
山

口
利
子
さ
ん
と
加
寿
子
さ
ん
親

子
。
市
民
図
書
館
か
ら
は
記
念
証
、

ま
た
『
図
書
館
フ
レ
ン
ズ
い
ま
り
』

か
ら
は
バ
ッ
グ
が
贈
ら
れ
る
と
、

市
民
図
書
館
の
貸
出
８
０
０
万
点
突
破
！

２
人
は
突
然
の
出
来
事
に
び
っ
く

り
し
な
が
ら
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
山
口
さ
ん
親
子
が
借

り
た
の
は
『
薬
草
事
典
』
な
ど
３

冊
。
利
子
さ
ん
は
「
植
物
の
名
前

を
調
べ
る
と
き
な
ど
よ
く
図
書
館

を
利
用
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
２

人
で
訪
れ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

古瀬館長から記念証を受け取る山口さん親子

伊
万
里
市
男
女
恊
働
参
画
懇
話
会　

い
ま
り
プ
ラ
ザ

『
母
親
に
な
る
の
に
ベ
ス
ト
な
市ま
ち

』
を
め
ざ
し
て

　

今
年
５
月
、母
の
日
を
前
に
『
母

親
に
な
る
の
に
ベ
ス
ト
な
国
ラ
ン

キ
ン
グ
』
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
し
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち
を

支
援
す
る
民
間
援
助
団
体
の
国
際

Ｎ
Ｇ
０
『
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド

レ
ン
』。
調
査
内
容
は
、
女
性
指
標

（
妊
産
婦
死
亡
率
、
産
休
・
育
休
制

度
、
国
政
レ
ベ
ル
で
の
女
性
の
政

治
参
加
、
男
女
の
賃
金
格
差
な
ど
）

と
子
ど
も
指
標
（
５
歳
未
満
の
子

ど
も
の
死
亡
率
、
栄
養
不
良
率
、

初
等
教
育
就
学
率
な
ど
）
の
２
つ

の
指
標
で
す
。
対
象
と
な
っ
た
160

か
国
の
中
で
、
１
位
は
ノ
ル
ウ
ェ

ー
。
上
位
に
は
北
欧
諸
国
が
並
び
、

日
本
は
女
性
指
標
38
位
、
子
ど
も

指
標
６
位
、
総
合
32
位
で
し
た
。

　

女
性
の
社
会
進
出
が
大

き
く
進
む
一
方
で
、
妊
娠
・

出
産
・
育
児
の
負
担
は
依

然
と
し
て
女
性
に
と
っ
て

重
く
厚
い
壁
。『
母
に
な

る
の
は
大
変
』
と
少
子
化

も
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

な
か
な
か
先
に
進
ま
な
い
少
子

化
対
策
で
す
が
、
明
る
い
話
題
も

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
手
当
て
の
支

給
に
加
え
、
改
正
育
児
・
介
護
休

業
法
が
施
行
さ
れ
、
積
極
的
な
男

性
の
育
児
参
加
を
呼
び
か
け
る

『
イ
ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
も
発

足
し
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
、
男
女
が
と
も
に
子
育

て
が
で
き
る
社
会
へ
と
近
づ
い
て

い
る
こ
と
も
確
か
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
自
分

た
ち
に
は
何
が
で
き
る

の
か
。
正
解
の
な
い
問

題
は
実
に
興
味
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
今
年

度
は
、
男
女
共
同
参
画

都
市
宣
言
か
ら
10
周
年

と
な
る
記
念
の
年
。『
母
親
に
な
る

の
に
ベ
ス
ト
な
市ま

ち

・
伊
万
里
』
を

め
ざ
し
て
、
あ
な
た
も
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

平
成
７
年
開
館
以
来
15
年
間
で
達
成
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　黒川町の海水浴場『イマリンビーチ』で、

海開きがありました。海開きに先立ち、シー

ズン中の安全祈願や『青バイ隊』による水難

救助活動の披露が行われました。式後、波多

津保育園、たんぽぽ保育園、黒川幼稚園、波

多津東幼稚園の約 130人の園児らが車エビ

とカサゴの稚魚計 1500 匹を放流。この日、

あいにくの雨模様でしたが、園児らは、われ

先にと海に飛び込み、バシャバシャと水のか

けっこをして、今年の初泳ぎを楽しみました。

　　　夏到来！イマリンビーチ海開きちびっこ園児、元気に初泳ぎ

↓海に入って元気に遊ぶ園児たち。なお、ビーチは 8 月 22 日まで遊泳できます

まちの話題

みんなの広場

　㈳伊万里有田法人会から木製ベンチ２脚が市へ寄贈され

ました。これは、同会が社会貢献活動事業の一環として贈

られたもので、乗降客が多い伊万里駅前のバス停留所に設

置されました。昨年寄贈されたベンチとあわせ計４脚、バ

ス待ちだけではなく、買い物帰りの重い荷物を置いて一休

みする光景も見られ、地域の人々のお役に立っています。

↓塚部市長へ目録を手渡す今泉氏（右）、写真円内は設置されたベンチ

　　　㈳伊万里有田法人会が木製ベンチを寄贈べンチ設置で、みんなが笑顔

7.9

7.3
初泳ぎは気持ちいい～園児らによる放流の様子

　『風鈴まつり』開催中の大川内山で、期間中最大の催し

である『ボシ灯ろうまつり』が行われました。有田町の筒

井孝司さんによる碗琴コンサートの涼やかな音色が鳴り響

く中、伊万里鍋島焼開館前広場などに並べられた約3000

個のボシに火が灯されると、会場は幻想的な雰囲気に包ま

れ、市内外からの来場者は一夜限りの別世界を堪能しました。

↑ボシ灯ろうの柔らかな光をじっと見つめる来場者

　　　大川内山でボシ灯ろうまつり開催秘窯の里が幻想的な世界に

7.17

7.3
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ＭＩＮ
ＨＩＲＯ

みんなの広場 このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

　知的障害者の自立をめざすＮＰＯ法人『小麦の家』が総

務大臣表彰を受賞し、記念祝賀会を開きました。これは、

市の郵便物を郵便局や出張所に送達するなど、ＮＰＯ法人

として全国初となる『特定信書便』の集配業務への取り組

みが高く評価されたもので、『小麦の家』を利用する障害

者の皆さんが地道に働いた結果が大きな実を結びました。

↓祝賀会の席で、総務大臣からの表彰状を掲げる片岡洋子理事長

　　　『小麦の家』総務大臣表彰記念祝賀会全国初の特定信書便事業で評価

↑ヒマワリやキリンなど思い思いの絵を描く大里子ども会の児童ら

　二里町大里子ども会の児童約35人が、通学路の橋架下

トンネルにペンキ画を描きました。このトンネルは、約

50人の児童が二里小学校への通学路として利用。以前は

落書きなどで汚れていたため、自分たちの手で明るくしよ

うと行ったもので、子どもたちは花や動物など色鮮やかな

絵を壁面いっぱいに描き、楽しい通学路に変身させました。

　　　大里子ども会が通学路のトンネルをペイントペンキ画で色鮮やかな通楽・路に

　省エネや地球環境などについて考えるトークイベント

『エネエコLadyGo!』がロイヤルチェスター伊万里であり

ました。この日のゲストはタレントの堀ちえみさん。女性

限定の来場者約 120人は、賢い電気の使い方など暮らし

に役立つ情報をクイズ形式で学習したほか、５児の母であ

る堀さんから子育てを楽しむコツなどを学んでいました。

↑自宅での省エネ方法などについて笑顔で語る堀ちえみさん（右）

　　　『エネエコ LadyGo!』に堀ちえみさんが登場エコ上手な女性になる秘訣は？

　開館15年を祝う『図書館☆（ほし）まつり』が市民図書

館でありました。これは、市内27団体でつくる『図書館

☆まつり実行委員会』が開催したもので、伊万里中学校ブ

ラスバンド部による演奏のほか、物品バザーや俳句まつり、

人形劇など多彩な催しを実施。訪れた市民は盛りだくさん

のイベントに参加しながら、図書館の誕生日を祝いました。

↓大人気の自転車紙芝居に見入る大勢の子どもたち

　　　『図書館☆（ほし）まつり』開催市民の手作りイベントで祝う 15歳

6.27

7.14

7.10 7.3-4
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盆
踊　
無
法
松
め
く　
撥
さ
ば
き

一
斉
に　
し
ぐ
れ
の
如
く　
鳴
く
蝉
の

　
耳
を
つ
ん
ざ
く　
扉
を
押
せ
ば

山
代
町
楠
久

萩
原　
豊
彦

村
田　
妙
子

脇
田
町

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈
い
つ
ま
で
も

　

七
夕
の
日
の
前
の
７
月
２
日
、

消
防
本
部
で
『
防
火
七
夕
』
の
飾

り
付
け
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
花
火
を
楽
し
む
機
会

が
増
え
る
夏
の
七
夕
に
あ
わ
せ
、

幼
少
期
の
防
火
意
識
の
向
上
を
め

ざ
し
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
今
年
も
、
み
な
み
保
育
園
の

園
児
約
60
人
が
参
加
し
、
元
気
よ

く
七
夕
の
歌
を
歌
っ
た
後
、
防
火

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
キ
ュ
ー
ト
く
ん
』

と
一
緒
に
防
火
へ
の
思
い
や
願
い

ご
と
を
書
い
た
色
と
り
ど
り
の
短

冊
を
笹さ

さ

に
飾
り
つ
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
６
日
に
は
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
パ
ラ
ン

伊
万
里
で
七
夕
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
毎
年
、
七
夕
を
通

し
て
、
保
育
園
の
園
児
と
施
設
利

用
者
の
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
交

流
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
こ
の
日
、
川
東
保
育
園
の

年
長
組
の
園
児
15
人
は
、
元
気
い

っ
ぱ
い
に
お
ゆ
う
ぎ
や
歌
を
披
露

　

佐
藤
ミ
ツ
エ
さ
ん
（
二
里
町
作

井
手
）
が
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
、
７
月
14
日
に
塚

部
市
長
か
ら
120
番
目
と
な
る
百
寿

メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ツ
エ
さ
ん
は
、
足
が
少
し
不

自
由
な
ほ
か
は
、
い
た
っ
て
健
康

そ
の
も
の
。
楽
し
み
は
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
で
、
な
ん
と
98
歳
ま
で
プ

レ
ー
す
る
ほ
ど
熱
心
に
練
習
を
し

て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

長
年
、
農
業
一
筋
で
頑
張

っ
て
き
た
と
い
う
ミ
ツ
エ
さ

ん
の
長
生
き
の
秘
訣
は
、
次

の
２
つ
。
一
つ
目
は
、『
好

き
嫌
い
を
し
な
い
で
何
で
も

食
べ
る
こ
と
』。
２
つ
目
は
、

『
悪
い
こ
と
は
す
ぐ
忘
れ
、

く
よ
く
よ
し
な
い
』
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　

市
長
か
ら
百
寿
メ
ダ
ル
を

首
に
か
け
て
も
ら
う
と
満
面

の
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
、

丁
寧
に
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
、
施
設
の
利
用
者
約
70
人
と
一

緒
に
、
七
夕
飾
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

施
設
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
園
児

た
ち
と
一
緒
に
、
手
を
つ
な
い
だ

り
、
肩
を
も
ん
で
も
ら
っ
た
り
と
、

世
代
を
超
え
た
あ
た
た
か
な
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。
一
生
懸
命

に
頑
張
る
孫
の
よ
う
な
園
児
た
ち

と
の
交
流
に
、
ほ
が
ら
か
な
優
し

い
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
の
七
夕
会
と

な
り
ま
し
た
。

消
防
の
『
防
火
七
夕
』
と
笑
顔
の
『
七
夕
会
』

↑思い思いの願いを込めました

↑小さな手で肩をもむ園児たち

↑孫のような園児たちとのおゆうぎを楽しみました

 

園
児
の
防
火
意
識
の
向
上
と
高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流

佐
藤
ミ
ツ
エ
さ
ん

二
里
町
作
井
手

お
元
気
で

↑塚部市長（左）と握手される佐藤ミツエさん（右）
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小
こ

松
まつ

 美
み

樹
き

さん

★
お
仕
事
は　

今
年
の
４
月
に
ア

ジ
ア
一
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

め
ざ
す
伊
万
里
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
に
入
社
し
、
現
在
、

勉
強
の
毎
日
で
す
★
い
ろ
い
ろ

な
人
と
出
会
え
る
営
業
な
の
で
、

日
々
お
客
様
か
ら
た
く
さ
ん
の

刺
激
を
も
ら
い
な
が
ら
、
成
長

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
♥

★
大
好
物
は　

な
ん
と
い
っ
て
も

明
太
子
♪
白
い
ご
飯
と
明
太
子

が
あ
れ
ば
、
幸
せ
な
ん
で
す
★

★
趣
味
は　
『
Ｏ
Ｃ
』
や
『
ゴ
シ
ッ

プ
ガ
ー
ル
』
と
い
っ
た
海
外
ド

ラ
マ
を
見
る
の
が
好
き
で
す
♬
今

月
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催
中

♥
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
Ｓ
Ｔ
Ｂ
を

体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
♬

★大坪町白野

★おうし座・Ａ型
　

ぼ
く
は
、
外
で
遊
ぶ
の
が
大
好

き
な
ん
だ

(^^)
父
さ
ん
や
母
さ
ん
の

得
意
な
サ
ッ
カ
ー
や
バ
レ
ー
、
な

ん
で
も
得
意
な
ん
だ
★
今
、
ぼ
く

が
夢
中
な
の
は
ち
ょ
う
ち
ょ
や
ト

ン
ボ
の
虫
取
り
や
カ
ニ
探
し
♬
今

年
の
夏
は
た
く
さ
ん
取
る
ぞ
〜
★

  廣
ひろ

川
かわ

 怜
れい

也
や

さん

　

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
の
怜
也

く
ん
♥
心
も
体
も
丈
夫
に
、
大
き

く
、
大
き
く
成
長
し
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
ね
♬

★見
み ち の り

知徳・奈
な な

菜さんの長男

★脇田町岩立

(　  )４歳

19

(23 歳)

  

禁
煙
の
す
す
め

　

 

伊
万
里
市
立
市
民
病
院 

副
院
長（
内
科
）
松
永
和
雄

　

喫
煙
が
健
康
に
害
す
る
こ
と
を

知
ら
な
い
人
は
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
喫
煙
は
、
肺
な
ど
呼
吸
器
の

病
気
を
引
き
起
こ
す
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
や
不
妊
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
に
影
響

が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
日
本

人
の
三
大
死
因
で
あ
る
、
が
ん
、

心
臓
病
、
脳
卒
中
と
密
接
に
関
係

し
て
い
ま
す
。

　

タ
バ
コ
の
煙
に
は
主
流
煙
と
副

流
煙
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

主
流
煙
と
は
喫
煙
者
本
人
が
吸

う
煙
で
、
副
流
煙
と
は
火
の
つ
い

た
タ
バ
コ
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
煙
の

こ
と
で
す
。
実
は
、
体
へ
の
害
が

大
き
い
タ
ー
ル
や
一
酸
化
炭
素

は
、
こ
の
副
流
煙
に
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
よ
く
「
体
に
害
が
あ

る
の
は
わ
か
っ
て
い
る
が
、
自
己

責
任
で
吸
っ
て
い
る
か
ら
」
と
言

う
人
も
い
ま
す
が
、
喫
煙
は
本

人
の
健
康
上
の
問
題
だ
け
で
は
な

く
、
喫
煙
し
な
い
周
り
の
人
の
健

康
に
も
重
大
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

受
動
喫
煙
と
は
、
自
分
は
吸
わ

な
い
が
他
人
の
喫
煙
に
よ
り
、
煙

を
吸
入
し
て
し
ま
う
こ
と
を
言
い

ま
す
。
８
年
前
に
施
行
さ
れ
た『
健

康
増
進
法
』
と
い
う
法
律
の
中
で

は
、
自
分
の
意
思
に
関
係
な
く
被

害
を
受
け
る
受
動
喫
煙
を
防
ぐ
た

め
に
、
多
数
の
人
が
利
用
す
る
施

設
（
列
車
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

や
官
公
庁
・
病
院
な
ど
の
公
共
の

場
所
）
の
管
理
者
は
、
必
要
な
措

置
を
講
じ
る
よ
う
に
う
た
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、

近
年
、
全
国
的
に
禁
煙
化
の
取
り

組
み
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
特
に

妊
婦
お
よ
び
胎
児
・
子
ど
も
に
悪

影
響
を
与
え
る
よ
う
な
場
所

で
の
喫
煙
は
タ
ブ
ー
と
い
っ

て
良
い
で
し
ょ
う
。

　

４
年
前
の
ア
メ
リ
カ
の
調

査
で
は
、
受
動
喫
煙
が
、
肺

が
ん
や
虚
血
性
心
疾
患
（
狭

心
症
や
心
筋
梗こ

う
そ
く塞

）
の
発
症

や
低
体
重
児
で
の
出
産
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
、
早
産
・
喘ぜ

ん
そ
く息
・

肺
や
気
管
支
の
病
気
・
そ
の

他
た
く
さ
ん
の
疾
患
に
も
少

な
か
ら
ず
関
係
す
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日

本
の
調
査
で
は
、
夫
や
職
場

か
ら
の
受
動
喫
煙
に
よ
り
女

性
が
肺
が
ん
（
特
に
肺
せ
ん

癌
）
を
発
症
す
る
危
険
性
が
、

受
動
喫
煙
の
な
い
環
境
の
人

と
比
べ
て
１
・
９
倍
に
も
な

る
と
い
う
報
告
が
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

自
分
だ
け
で
は
な
く
、
周

り
の
大
切
な
人
た
ち
も
犠
牲

に
す
る
喫
煙
。「
や
め
れ
な
い
」

と
言
う
人
は
、
少
し
考
え
方
を
変

え
て
、
奥
さ
ん
や
お
子
さ
ん
、
ま

た
は
可
愛
い
ペ
ッ
ト
（
自
宅
で
飼
っ

て
い
る
ペ
ッ
ト
に
も
悪
影
響
が
あ

り
ま
す
）
の
た
め
に
禁
煙
を
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

百
害
あ
っ
て
一
利
な
し

 
ド
ク
タ
ー
ズ
・
ア
イ

視
点
を
変
え
て
禁
煙
を

●
問
合
先　

市
民
病
院
（
☎
㉓
４
１
２
１
）

　

こ
こ
数
年
、
た
ば
こ
と
禁
煙
に
対
す
る
社
会
的
意
識
が
大
き
く
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
受
動
喫
煙
の
健
康
被
害
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

２
種
類
の
煙

あなたの大切な人のためにも禁煙を
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８月の市民スポーツ

８月の町民スポーツ

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
カ
ッ
プ
第

30
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学

生
大
会
佐
賀
県
大
会
が
６
月
19

日
、
27
日
の
２
日
間
、
小
城
市
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

男
子
の
部
に
は
県
内
の
14
チ
ー

ム
が
参
加
。
伊
万
里
市
か
ら
は
伊

万
里
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
、
立
花
イ
エ
ロ
ー
ア
タ
ッ
カ

ー
ズ
、
二
里
ド
リ
ー
ム
ズ
の
３
チ

ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

市
内
３
チ
ー
ム
は
、
予
選
リ
ー

グ
を
順
調
に
勝
ち
進
み
、
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。
中
で
も
、

伊
万
里
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
は
、
定
評
の
あ
る
レ
シ
ー

ブ
の
良
さ
に
加
え
、
左
右
か
ら
の

ア
タ
ッ
ク
攻
撃
も
威
力
を
発
揮

し
、
決
勝
戦
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。

　

決
勝
の
相
手
は
、
強
豪
の
三
日

月
ク
ラ
ブ
。
手
に
汗
握
る
接
戦
で

し
た
が
、
随
所
に
見
せ
た
粘
り
強

い
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
乗
り
切
り
、

２
対
０
で
勝
利
。
悲
願
の
初
優
勝

を
果
た
し
、
全
国
大
会
出
場
と
い

う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
、
８
月
11
日
か
ら

14
日
ま
で
、
東
京
都
な
ど
の
４
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
予
選
１
位
グ
ル
ー
プ
】

優　

勝　

み
な
み
Ａ

準
優
勝　

東
山
代

【
予
選
２
位
グ
ル
ー
プ
】

優　

勝　

Ｉ
Ｔ
松
浦

準
優
勝　

山
代
Ｂ

【
予
選
３
位
グ
ル
ー
プ
】

優　

勝　

鼬
い
た
ち
く
う
喰　

準
優
勝　

山
代
Ａ

ファミリーマートカップ
第 30 回全日本バレーボール小学生大会佐賀県大会

期　

日　

６
月
20
日
（
日
）

会　

場　

国
見
台
体
育
館

参
加
者　

49
組
、
98
人

■
市
内
の
選
手
の
主
な
成
績
（
ペ
ア
）

【
壮
年
男
子
】

準
優
勝　

土
井　

和
則
（
大
川
町
）

　
　
　
　

原
尾　

員
馬
（
佐
世
保
市
）

【
初
心
者
男
子
】

優　

勝　

加
藤　

健
夫
（
松
島
町
）

　
　
　
　

内
野　

智
勝
（
有
田
町
）

【
壮
年
女
子
】

優　

勝　

西
岡
須
美
子
（
二
里
町
）

　
　
　
　

小
松　

洋
子
（
二
里
町
）

準
優
勝　

平
山　

初
美
（
大
川
町
）

　
　
　
　

津
上　

昌
子
（
大
坪
町
）

第
16
回
あ
じ
さ
い
カ
ッ
プ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

期　

日　

６
月
27
日
（
日
）

会　

場　

国
見
台
体
育
館

参
加
者　

10
チ
ー
ム
、
50
人

第
12
回

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

期　

日　

７
月
４
日
（
日
）

会　

場　

国
見
台
体
育
館

参
加
者　

23
チ
ー
ム
、
112
人

第
４
回
市
民
ソ
フ
ト

　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

【
一
般
（
混
合
）
の
部
】

優　

勝　

ｍ
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ブ

【
女
性
の
部
】

優　

勝　

オ
バ
ー
ズ

準
優
勝　

伊
万
里
月
人

３日（火）〜　毎週火・金曜日
●牧島女子ナイターバレーボール大会
　午後７時 30 分開会　牧島小学校
15 日（日）
●山代町民球技大会
　午前８時 15 分開会　山代中学校ほか
17 日（火）〜　毎週火〜土曜日
●黒川町ナイターソフトボール大会
　午後７時開会　黒川小学校
29 日（日）
●南波多町民球技大会
　午前７時 30 分開会

　南波多小・中学校
●波多津町民バレーボール大会
　午前８時開会　波多津体育館
●大川内町民バレーボール大会
　午前８時 15 分開会　国見台体育館
９月３日（金）〜　
毎週月・火・水・金曜日
●黒川町ナイター

ソフトバレーボール大会
　午後７時 30 分開会　黒川小学校
９月５日（日）
●大坪地区球技大会
　午前８時開会　伊万里中学校ほか
●山代町民体育大会
　午前８時 15 分開会　山代中学校
●東山代町三世代交流

グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会　東山代運動広場

１日（日）
●伊万里ラジオ体操会
　午前６時 20 分開会

　国見台陸上競技場
●市バスケットボール選手権大会
　午前８時 30 分開会　国見台体育館
26 日（木）
●ニュースポーツ指導者講習会
　午後１時 30 分開会　国見台体育館
９月３日（金）
●市長杯争奪市民ゲートボール大会
　午前８時 30 分開会　国見台球技場

↑念願の初優勝に輝いた伊万里ジュニアバ
レーボールクラブの皆さん

【
市
内
チ
ー
ム
の
結
果
】

▽
ベ
ス
ト
４　

立
花
イ
エ
ロ
ー
ア

タ
ッ
カ
ー
ズ

▽
ベ
ス
ト
８　

二
里
ド
リ
ー
ム
ズ

伊万里ＪＶＣが全国大会出場！
ジュニアバレーボールクラブ
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高
円
宮
賜
杯
第
30
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
佐
賀
県
大
会

大
坪
赤
門
少
年
野
球
が
見
事
準
優
勝　
　

【男子市内　100 ㍍】

１位　森    正義      11 秒 1　        敬徳高校

２位　石橋 恭兵      11 秒 6        　敬徳高校

３位　藤    政貴      11 秒 7　        伊万里商業高校

【男子中学 3000 ㍍】

１位　四辻    剛 　   9 分 43 秒 2　山代中学校

２位　田中 星大 　   9 分 49 秒 9　青嶺中学校

３位　下平 悠貴 　  10 分 05 秒 4　伊万里中学校

【男子共通　800 ㍍】

１位　古賀 慶彦　    2 分 04 秒 1   ＳＵＭＣＯ

２位　田中 太将　    2 分 05 秒 0   ＩＪＡＣ

３位　津上    透　    2 分 06 秒 4   伊万里商業高校

【男子共通　1500 ㍍】

１位　古賀 慶彦　    4 分 21 秒 6   ＳＵＭＣＯ

２位　谷崎 翔太　    4 分 24 秒 8   青嶺中学校

３位　栗原 元気　    4 分 25 秒 1   青嶺中学校

【男子一般　5000 ㍍】

１位　北村 弘樹　   15 分 16 秒 7　襷伊愛

２位　斉藤 裕樹　   15 分 54 秒 5　襷伊愛

【男子小学　1000 ㍍】

１位　片岡 和貴 　   3 分 21 秒 7   伊万里三香クラブ

２位　石田 大志 　   3  分 25 秒 9   牧島ジュニア

３位　伊東 哉太 　   3 分 28 秒 7   伊万里三香クラブ

【女子市内　100 ㍍】

１位　筬 亜依子 　  13 秒 0           伊万里商業高校

２位　松本 華奈 　  13 秒 2           国見中学校

３位　山田 広美 　  13 秒 8           伊万里商業高校

【女子共通　800 ㍍】

１位　相良 祐希 　   2 分 28 秒 4　啓成中学校

２位　中尾 彩子 　   2  分 31 秒 3　伊万里中学校

３位　山田 広美 　   2 分 33 秒 1　伊万里商業高校

【女子共通　1500 ㍍】

１位　末永 柚葉 　   5 分 14 秒 8　国見中学校

２位　中島 麻美 　   5 分 15 秒 5　伊万里中学校

３位　小嶋 紅音 　   5 分 16 秒 1　青嶺中学校

【女子共通　3000 ㍍】

１位　浦川 千穂      11 分 32 秒 0　伊万里商業高校

２位　吉田 千晶 　  12 分 48 秒 0　伊万里商業高校

【女子小学　800 ㍍】

１位　寺田 吏良       2 分 50 秒 8  伊万里三香クラブ

２位　松本 陽向子　 2 分 51 秒 1   伊万里三香クラブ

３位　原    優華       2 分 53 秒 3   ＩＪＡＣ

第 10 回 国見台ナイター陸上大会
期 日　７月 10 日（土）　
会 場　国見台陸上競技場

市長旗争奪第 32 回伊万里市中学生野球大会

　

高
円
宮
賜
杯
第
30
回
全
日
本
学

童
軟
式
野
球
佐
賀
県
大
会
が
、
５

月
９
日
か
ら
７
月
４
日
に
か
け
て

県
内
各
地
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
伊
万
里
市
内
か
ら
の

13
チ
ー
ム
を
含
む
159
チ
ー
ム
が
参

加
。
連
日
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

快
進
撃
を
見
せ
た
の
は
、
攻
撃

と
守
備
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い

る
大
坪
赤
門
少
年
野
球
。
中
島
巧

喜
選
手
と
緒
方
隆
太
選
手
が
、
投

手
と
捕
手
を
交
互
に
行
う
作
戦
で

県
内
の
強
豪
を
次
々
に
破
り
、
決

勝
に
進
出
し
ま
し
た
。

　

み
ど
り
の
森
県
営
野
球
場
で
行

わ
れ
た
決
勝
戦
は
、
肥
前
球
友
ク

ラ
ブ
と
対
戦
。
健
闘
お
よ
ば
ず
惜

し
く
も
優
勝
旗
を
手
に
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
見
事

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

準
優
勝
し
た
大
坪
赤
門
少
年
野

球
は
、
８
月
６
日
か
ら
北
海
道
で

開
催
さ
れ
る
第
32
回
全
国
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
軟
式
野
球
交
流
大
会
に

佐
賀
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

↑
準
優
勝
し
た
大
坪
赤
門
少
年
野
球

の
選
手
た
ち

　

市
長
旗
争
奪
第
32
回
中
学
生

野
球
大
会
が
６
月
13
日
、
19
日

の
２
日
間
、
市
内
の
中
学
校
か

ら
７
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
国
見

台
野
球
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

19
日
の
決
勝
戦
で
は
、
２
試

合
連
続
完
封
で
勝
ち
進
ん
だ
山

代
中
学
校
と
、
準
決
勝
の
東
陵

中
学
校
戦
で
延
長
逆
転
サ
ヨ
ナ

ラ
勝
ち
を
し
て
波
に
乗
る
伊
万

里
中
学
校
が
対
戦
。
試
合
は
、

息
詰
ま
る
投
手
戦
と
な
り
ま
し

た
が
、
先
制
さ
れ
た
伊
万
里
中

学
校
が
後
半
に
粘
り
を
見
せ
、

２
対
１
で
逆
転
勝
ち
。
見
事
に

優
勝
旗
を
手
に
し
ま
し
た
。

▽
優　

勝　

伊
万
里
中
学
校

▽
準
優
勝　

山
代
中
学
校

！

↑接戦を制して優勝を果たし、喜ぶ伊万里中学校ナイン
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お知らせコーナー
チャンネル

　

地
域
の
防
火
防
災
の
最
前
線
で

活
躍
し
て
い
る
消
防
団
の
職
務
遂

行
に
必
要
な
事
項
を
点
検
す
る
伊

万
里
市
消
防
団
夏
季
点
検
を
実
施

し
ま
す
。

▽
第
５
回
小
隊
訓
練
競
技
大
会

　

大
会
は
、
12
分
団
対
抗
で
行
い
、

　

指
揮
者
以
下
31
人
で
小
隊
を
編

　

成
し
、
一
定
の
基
準
に
従
い
訓

　

練
を
行
う
も
の
で
す
。
消
防
団

　

員
の
日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
ぜ

　

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

●

日　

時　

８
月
22
日
（
日
）

午
前
８
時
〜

●
場　

所　

消
防
本
部
訓
練
場

●
問
合
先　

消
防
総
務
課
消
防
団
係

（　

 

☎
㉓
２
１
１
６
）

　

伊
万
里
休
日
・
夜
間
急
患
医
療

セ
ン
タ
ー
の
お
盆
期
間
中
の
開
院

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。
受
診

前
に
、
ま
ず
電
話
で
、
お
問
い
合

わ
せ
の
う
え
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

●

日
時
・
診
療
科
目

▽
８
月
13
日
（
金
）

　

午
後
８
時
〜
10
時
（
小
児
科
）

▽
８
月
15
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
内
科
・

　

外
科
・
小
児
科
）

※
８
月
14
日
（
土
）
は
開
院
し
て

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

　

い
ま
せ
ん

●

問
合
先　

伊
万
里
休
日
・
夜
間

急
患
医
療
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉓
９
９
１
０
）

◆
し
尿
く
み
取
り

▽
休
み
期
間

　

８
月
14
日
（
土
）
〜
16
日
（
月
）

◆
ご
み
の
収
集
と
環
境
セ
ン
タ
ー

▽
休
み　

８
月
15
日
（
日
）

●
問
合
先　

環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル

　

推
進
係
（　

☎
㉓
２
１
４
５
）

　

限
り
あ
る
資
源
の
有
効
活
用
を

目
的
と
し
て
、
第
15
回
伊
万
里
リ

サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

●

日　

時　

９
月
23
日(

木
・
祝)

　

午
前
９
時
〜
正
午

●

場　

所　

市
役
所
裏
の
公
用
車

　

車
庫
と
そ
の
周
辺

●

催　

し　

環
境
美
化
功
労
者
表

お
知
ら
せ

チャンネル

彰
式
、
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
、

環
境
パ
ネ
ル
展
な
ど

●
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
出
店
者
募
集

　
　

あ
な
た
も

　

日
用
雑
貨
や

　

衣
類
、
陶
磁

　

器
な
ど
を
持

　

ち
寄
っ
て
出

　

店
し
て
み
ま
せ
ん
か

●

出
店
資
格　

　

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
興
味
が
あ

　

る
市
内
在
住
の
個
人
お
よ
び
団

　

体
（
15
歳
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

●

出
店
料　

無　

料

●

申
込
方
法　

環
境
課
・
各
町
公

　

民
館
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

　

必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
し
込

　

ん
で
く
だ
さ
い(

申
込
書
は
市

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す)

●

申
込
期
限　

８
月
31
日(

火)

※
申
込
多
数
の
場
合
は
先
着
順

●

申
込
・
問
合
先　

　

環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（　

☎
㉓
２
１
４
５
）

子育て支援センターに
　　　　　遊びにきませんか
　子育てに関する悩みや相談を受け付けてい
ます。ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください。
①つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌や
　簡単な工作などを行います
　日　時　８月18日（水）
　　　　　午前10時〜正午
　場　所　黒川公民館
②お誕生会（要申込）
　８月生まれの乳幼児とその保護者
　日　時　８月25日（水）
　　　　　午前11時〜11時 45分
　場　所　子育て支援センターぽっぽ
◆申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ
　　　　　　（☎㉓５１９７）

お
盆
は
お
休
み
し
ま
す

お
盆
期
間
中
の
急
患

セ
ン
タ
ー
開
院
情
報

　８月９日は、長崎市に原
爆が投下された日です。
　今もなお原爆症で苦しん
でいる数多くの人々の早い
回復と、原爆死没者の冥
福を祈るため、午前 11 時
２分にサイレンを鳴らしま
す。１分間の黙とうを捧げ
ましょう。
　また、８月 15 日は、終
戦記念日です。戦争で亡く
なった数多くの人々の追
悼と恒久平和を祈念するた
め、正午にサイレンを鳴ら
します。１分間の黙とうを
捧げましょう。
● 問合先　総務課行政係

（ 　☎㉓２１２３）

８月９日と 15 日は
平和の祈りを

平

成

22

年

度

消
防
団
夏
季
点
検

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
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お
盆
に
行
わ
れ
る
精
霊
流
し
の

船
と
お
供
物
な
ど
を
回
収
す
る
た

め
、
精
霊
流
し
を
行
う
時
間
と
場

所
を
次
の
と
お
り
指
定
し
ま
す
。

●

日　

時　

８
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
10
時

●

場　

所

▽
水
に
浮
く
も
の

　

岩
栗
橋
か
ら
松
島
橋
の
間

▽
水
に
沈
む
も
の

　

船
屋
橋
下
流
の
川
落
と
し
合

戦
場
に
祭
壇
を
準
備
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
お
供
え
し
て
、
川

に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

●

問
合
先　

環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル

　

推
進
係
（　

☎
㉓
２
１
４
５
）

　

８
月
は
『
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
』

で
す
。
道
路
は
、
私
た
ち
の
毎
日

の
生
活
を
支
え
る
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
す
。
８
月
10
日
の

『
道
の
日
』
を
契
機
に
も
う
一
度
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
推
進
標
語　
『
ま
た
明
日　

き
っ

と
歩
こ
う　

こ
の
道
を
』

●

問
合
先　

土
木
管
理
課
管
理
係

（　

☎
㉓
２
４
８
４
）

　

佐
賀
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
『
脇
野
の
大
念
仏
』

の
公
演
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●

日　

時　

８
月
21
日
（
土
）

　

午
後
７
時
〜
（
小
雨
決
行
）

●

場　

所　

　

宝
積
寺
境
内
（
東
山
代
町
脇
野
）

●

イ
ベ
ン
ト
内
容

▽
脇
野
の
大
念
仏
公
開
と
公
演

▽
東
山
代
『
明
星
太
鼓
』
な
ど

精
霊
流
し
は
時
間
と

場

所

を

守

っ

て

●期　日
① ９月１日（水）
　 海辺めぐりコース
　 （名村造船所 30 万㌧タンカー
　　出航式ほか）
② ９月 25 日（土）　
　 山と海辺めぐりコース
　（彼岸花鑑賞など）
③ 10 月 25 日（月）
　 里めぐりコース （絵付体験など）
● 参加費　各コース 2,800 円

（昼食・保険・資料代）
● 募集人員　各コース 45 人　
※要予約、定員になり次第締切
●集合場所　市民センター
●集合時間　午前９時 30 分

　（帰着は午後４時予定）
●申込期限　８月 20 日（金）
●申込・問合先
　観光ボランティアガイドの会

( 陶器商家資料館内☎・　 ㉒
７９３４）

伊万里の魅力発見！
お宝めぐりツアー

●

問
合
先　

脇
野
公
民
館
・
中
倉

  

（
０
９
０ 

９
０
７
２ 

４
９
０
４
）

　

国
土
交
通
省
で
は
、
自
動
車
の

利
用
実
態
を
把
握
し
、
将
来
の
交

通
計
画
を
立
て
る
た
め
の
基
礎
資

料
を
得
る
目
的
で
、
全
国
一
斉
に

『
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
』（
全
国
走

路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
）
を
実

施
し
ま
す
。

●

調
査
内
容　

今
年
６
月
末
現
在

　

の
国
土
交
通
省
が
管
理
す
る
自

　

動
車
登
録
情
報
か
ら
調
査
対
象

　

車
両
を
無
作
為
に
選
定
し
、
一

　

日
の
自
動
車
の
動
き
を
把
握
す

　

る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い

　

ま
す

脇
野
『
大
念
仏
』
公
演

万

燈

の

夕

べ

●
問
合
先　

国
土
交
通
省　

佐
賀

国
道
事
務
所
調
査
課

（
０
９
５
２
☎
㉜
１
１
５
１
）

●

日　

時　

９
月
３
日
（
金
）

●

会　

場　

国
見
台
球
技
場

●

参
加
資
格　

市
内
在
住
者

●

チ
ー
ム
編
成　

８
人
以
内

●

参
加
料　

１
チ
ー
ム
500
円

●

申
込
期
限　

８
月
17
日
（
火
）

●

申
込
・
問
合
先　

　

各
町
公
民
館
ま
た
は
体
育
保
健

　

課
（
☎
㉓
３
１
８
７
）

８月は『北方領土返還運動
全国強調月間』です

　北方領土とは、択
えとろふ

捉島、国
くなしり

後島、

色
しこたん

丹島、歯
はぼまい

舞群島の四島のことで、日

本固有の領土です。一日も早く日本に

返還されることが私たちの願いです。

●問合先

　総務課行政係（　 ☎㉓２１２３）

８

月

10

日

は

『
道
の
日
』
で
す

全
国
道
路
・
街
路
交
通

情

勢

調

査

　観光ボランティアの案内で伊
万里の新たな魅力を発見しませ
んか。観光ボランティアガイド
の会の自主事業として『伊万里
のお宝』を巡るバスツアーを３
回に分けて開催します。昼食は、
地元で採れた新鮮な食材を堪能し
ていただきます。

ぼ
し
ゅ
う

市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

神秘的な秘宝念仏の舞

FAX



※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
２
５
０
０
円

●

受
験
資
格

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▽
高
校
（
旧
制
中
学
）
以
上
の
土

木
工
学
科
な
ど
を
卒
業
し
、
排

水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た

は
施
工
に
関
し
２
年
以
上
の
経

験
を
有
す
る
人

▽
高
校
（
旧
制
中
学
）
を
卒
業
し
、

排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま

た
は
施
工
に
関
し
３
年
以
上
の

経
験
を
有
す
る
人

▽
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま

た
は
施
工
に
関
し
５
年
以
上
の

経
験
を
有
す
る
人

●

試
験
科
目　

下
水
道
に
関
す
る

　

一
般
知
識
お
よ
び
排
水
設
備
に

　

関
す
る
法
令
・
事
務
手
続
・
設

　

計
施
工
な
ら
び
に
維
持
管
理
な
ど

※
受
験
講
習
・
受
験
料
な
ど
の
詳

　

細
は
問
合
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ

　

さ
い

●

申
込
・
問
合
先　

下
水
道
課

（
☎
㉓
２
３
９
５
）

　

品
者
の
負
担
と
な
り
ま
す

【
第
11
回
市
民
所
蔵
品
展
】

●

期　

間　

10
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

〜
11
月
14
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●

入
場
料　

無　

料

●

会
場
・
応
募
・
問
合
先　
　

歴
史

　

民
俗
資
料
館
（
☎
㉒
７
１
０
７
）

●

試
験
日　

10
月
６
日
（
水
）

●

受
験
案
内
配
布

　

８
月
２
日
（
月
）
〜
25
日
（
水
）

●

受
付
期
間

　

８
月
16
日
（
月
）
〜
25
日
（
水
）

※
受
験
案
内
は
下
水
道
課
で
配
布

●

受
験
料　

５
０
０
０
円

●

受
験
講
習　

９
月
28
日
（
火
）

　

佐
賀
市
文
化
会
館

●

受
講
料　

３
０
０
０
円

242010.8
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毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

排

水

設

備

工

事

責
任
技
術
者
資
格
試
験

し 

け 

ん

▽
１
〜
３
日
目　

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
の
基
本
、
基
礎

▽
４
日
目　

就
職
支
援

▽
５
日
目　

企
業
講
話
、
企
業
見

学
な
ど

●

申
込
期
限　

９
月
15
日
（
水
）

●

主　

催　

佐
賀
労
働
局
、
佐
賀
県

●

申
込
・
問
合
先

　

ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
職

支
援
事
業
受
託
団
体
㈱
ジ
ェ
ピ

ッ
ク
（
☎
０
９
５
２
㊳
２
３
２
３
）

●

募
集
す
る
も
の　
『
や
き
も
の
』

※
故
人
の
作
品
と
し
ま
す

●

募
集
期
間

　

８
月
１
日（
日
）〜
８
月
29
日（
日
）

●

応
募
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

　

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

　

歴
史
民
俗
資
料
館
へ
応
募
し
て

　

く
だ
さ
い

●

申
込
書
設
置
場
所

　

各
町
公
民
館
、
歴
史
民
俗
資
料

　

館
、
陶
器
商
家
資
料
館
、
伊
万

　

里
・
鍋
島
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
市
民

　

図
書
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
人

●

出
品
点
数　

１
人
１
点

●

展
示
品
の
搬
入
と
搬
出　

▽
搬
入　

９
月
18
〜
19
日

▽
搬
出　

11
月
16
〜
17
日

※
搬
入
・
搬
出
に
係
る
費
用
は
出

●

日　

程
（
全
24
回
）

　

８
月
24
日
（
火
）
〜
約
半
年
間

　

毎
週
火
曜
日
・
午
後
６
時
30
分
〜

（
90
分
間
程
度
）

●

会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー

●

対　

象　

高
校
生
以
上
の
市
民

お
よ
び
市
内
に
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人

●

募
集
人
員　

30
人
（
先
着
順
）

●

受
講
料　

月
額
３
０
０
０
円

※
教
材
費
は
別
途
必
要
で
す

●

申
込
期
限　

８
月
16
日
（
月
）

※
申
込
人
数
が
15
人
未
満
の
場

合
、
開
講
は
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　ＮＰＯ法人・伊万里湾小型船安全協会
では、海上の浮遊ごみを回収する『伊万
里湾の水域清掃活動』を行っています。
昨年度は、４回の実施に延べ 232 人の
参加があり、３㌧を超える海上浮遊ごみ
を回収できました。一緒に伊万里の海を
きれいするボランティア活動に参加しま
せんか。
● 清掃活動日程　
　７月〜 10 月・毎月第２土曜日
● 活動内容　小型船舶に乗り、網など　
を使い、海上の浮遊ごみを回収します
● 集合場所
　伊万里マリーナ（黒川町福田）
● その他　
▷網やごみ袋などの用具は協会で準備　

します　
▷作業のできる服装で参加ください
● 申込・問合先　
▷ＮＰＯ法人・伊万里湾小型船安全協会

（☎㉗０１１８）
▷伊万里土木事務所港湾課

（☎㉓４７１９）

伊万里の海をきれいにしませんか



お知らせコーナー
チャンネル

25 2010.8 毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

家庭で
　できる！

今月の省エネと

地球温暖化防止対策

打ち水で夏を涼しく
　打ち水とは、ほこりを抑えたり、涼しくするために、道や庭など
の屋外に水をまくことです。朝夕の涼しい時間に打ち水を行うと、
より冷却効果が上がります。
　まく水は水道水ではなく、雨水やお風呂の残り水などの二次利用
水を使いましょう。日時を決めて、みんなで一斉に打ち水を行って、
打ち水の効果を体感する『打ち水大作戦』という取り組みも全国で
行われています。

８ 月 の 行 事

27 日（金）　午後２時開演
同和問題講演会

25 日（水）　午前９時 30 分開演
第 39 回伊万里市老人福祉大会

☆平和を願って（図書館会議室）
　７日（土）午後１時 30 分〜
　戦争の体験を語っていただいたり、戦争に
　関する本の朗読などを行います
★子ども上映会　
　１日（日）午後２時 30 分〜４時 20 分
　『ウルトラマン』（107 分）
　８日（日）午後２時 30 分〜４時 15 分
　『ガラスのうさぎ』（105 分）
　29 日（日）午後２時 30 分〜４時 20 分
　『ウルトラマン２』（107 分）
★一般上映会　
　12 日（木）午後２時 30 分〜４時 10 分
　『父と暮せば』（99 分）
※催し物はすべて無料です
★８月の休館日
　２日、９日、16 日、23 日、30 日
※８月の館内整理日（第４木曜日）開館します

市民センター ☎㉒３９１１

市民図書館 ☎㉓４６４６

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

■ 参考 : 打ち水大作戦のホームページ　http//www.uchimizu.jp/

８ 月 の 市 民 相 談

　11 日・25 日（弁護士）

 ５日・９月２日（司法書士）

　19 日（公証人）

　３日・17 日

　※午前 10 時〜午後４時

　20 日※午前９時〜正午

　※午前 9 時〜午後４時

法 律 相 談
司 法 書 士 相 談
暮 ら し の 知 恵 相 談
人 権 相 談
消 費 生 活 相 談
行 政 相 談
家 計 相 談

❶
❷
❸
❹
❺
❻
❼

第２･４�
第  １   �
第  ３   �
第１･３�
毎週月〜金

第  ３   �
毎  週   �

●年金相談（予約制） 会場 : １階面接室（市民ロビー前）
　毎週金曜日 午前９時 30 分〜午後３時
　予約電話番号 ☎０９５５ー７２ー５１６１
●身障者相談 会場 : １階面接室（市民ロビー前）
　毎月第４月曜日 午前 10 時〜午後３時
●心の健康相談 会場：福祉課社会福祉係
　毎週月〜金曜日（水曜日除く） 午前９時〜午後３時 30 分

　司法書士相談では、家・土地の登記手続きの助言のほか、相
続に関すること、借金問題、会社登記のこと、高齢化社会に対
応した『成年後見人制度』など、幅広い相談を受けています。
どこに相談したらよいか分からない、経済的に困っていて費用
の面が心配など、解決の糸口として暮らしの法律家『司法書士』
相談をどうぞご利用ください

■会　場：市役所１階市民相談コーナー
■時　間：午前 10 時〜午後３時　無料・秘密厳守
■問合先：情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３３）

司法書士相談をご存じですか？

一人で悩まず
ご相談ください

（ファイナンシャルプランナー相談）

※①・②・③・⑦は予約が必要です

■問合先
環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）
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編人のうごき
平成 22 年 7 月１日現在
●人口　58,025 人　　（− 16）
　　男　27,773 人　　（＋   1）
　　女　30,252 人　　（− 17）
●世帯　21,949 世帯    （＋   6）

（　）は前月比

広報　　　　　 2010-8
■発行日／平成 22 年 8 月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
■伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
■印　刷／山口印刷株式会社
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つく

輝く伊万里を創る『３つの元気』

人が元気！

産業が元気！

地域が元気！

↑『夕やけこやけ』を歌う松浦保育園児と松浦
町老人クラブ

↑『ニャニュニョのてんきよほう』を歌う松浦・
大川・南波多・牧島保育園児

↑『パンドンタン』を歌う大久保・脇野・里・
長浜保育園児

↑『隣組』を歌う大川保育園児と大川町老人ク
ラブ天寿会

『ありがとうの花』を歌う
伊万里・大坪保育園児

↑『そうだったらいいのにな』を歌うさくら・
久原・鳴石・楠久保育園児

↑『にじのむこうに』を歌う大里・医王・中里・
川東・たんぽぽ保育園児

心

『汽車ポッポ』を歌う立花・
大川内保育園児

★

★
★★

★

★
★

　『心ふれあいうたフェスタ』が７月４日、
市民会館で開かれました。市内 23 保育園 380
人の年長児が、大川町、松浦町老人クラブの
皆さんと一緒に参加。数園合同で元気に歌や
振り付けを披露しました。ホールいっぱいに
響く歌声に、超満員となった会場からは大き
な拍手がおくられました。

ふれあい
 うたフェスタ

み
ん
な

上
手
に 歌 っ

た よで
♪

『かもめの水兵さん』を歌う
みなみ・波多津保育園児★

★


